
津
軽
藩
寛
政
改
革
意
見
書
の
分
析

-

毛
内
宜
応
｢秘
書

全
｣'
赤
石
安
右
衛
門

･
菊
池
寛
司
｢覚
｣､
手
塚
玄
通
｢管
見
策
｣

は
じ
め

に

安
永
末
年
か
ら
天
明
五
年
ま
で
の
連
年
の
不
作

･
凶
作
の
中
で
'
津
軽
藩
に
お
い

て
も
'
宝
暦
以
降
の
領
主
的
危
機
状
況
は
'
収
奪
基
盤
の
壊
滅
的
打
撃
を
背
景
と
し

て
一
層
深
刻
化
し
て
い
-
｡
特
に
'
天
明
飢
笹
は
'
領
主
階
級
が
自
ら
を
消
費
者
階

級
と
し
て
認
識
せ
ざ
る
を
え
ず
'
そ
れ
が
故
に
階
級
的
再
生
産
の
道
を
模
索
し
始
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
藩
政
の
新
た
な
段
階
の

一
歩
と
し
て
'
ま
た
生
産
者
階
級
に

と
っ
て
は
'
自
ら
の
再
生
産
を
維
持
す
る
と
い
う
'
生
き
る
と
い
う
原
点
に
立

っ
た

民
衆
運
動
の
起
点
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

こ
の
点
に
関
し
て
'
筆
者
は

｢宝
暦

･
天
明
期
津
軽
藩
農
村
の
諸
問
題
｣

(
『
弘

前
大
学
国
史
研
究
』
七

一
号
'

一
九
八
〇
年
'
以
下
拙
稿
-
)
と

｢
寛
政
改
革
と
藩

士
土
着
政
策
｣

(長
谷
川
成

一
編

『津
軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』
'
国
書
刊
行
会
'

一

九
八
四
年
'
以
下
拙
稿

Ⅲ
)
に
お
い
て
'
藩
政
の
課
題
を
明
示
L
t
領
主
的
対
応
と

し
て
の
藩
士
土
着
政
策

(在
宅
制
)
を
検
討
し
て
き
た
｡
本
稿
は
こ
れ
ら
二
稿
の
問

題
を
追
う
中
で
'
中
後
期
津
軽
藩
政
の
か
か
え
た
諸
課
題
が
'
領
主
階
級
に
ど
の
よ

滝

本

寿

史

う
に
受
け
と
め
ら
れ
'
ど
の
よ
う
な
施
策
が
目
指
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
よ
り
明
確

に
す
る
た
め
に
'
三
種
類
の
意
見
書
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
政

に
占
め
る
位
置
付
け
は
各
章
で
述
べ
る
が
'
津
軽
藩
寛
政
改
革
中
最
大
の
政
策
で
め

る
藩
士
土
着
策
に
い
ず
れ
も
関
わ
り
の
あ
る
意
見
書
で
あ
る
以
上
'
内
容
分
析
の
意

義
は
土
着
策
の
意
図
を
検
討
す
る
上
で
も
'
ま
た
実
態
を
さ
ぐ
る
上
で
も
有
効
と
考

え
る
｡
加
え
て
'
意
見
書
の
存
在
自
体
は
既
に

『
弘
前
市
史
』
を
は
じ
め
と
し
て
多

-
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
'
具
体
的
内
容
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
も
'
本
稿
執

筆
の
目
的
と
す
る
所
で
あ
る
｡

尚
'
藩
主
信
明
の
個
人
的
素
養
と
し
て
'

｢安
永
四
年
十
月
二
十
二
日
'
江
戸
表

に
於
て
狙
裸
先
生
之
門
人
宇
佐
美
恵
助

(松
平
出
羽
守
様
御
儒
者
な
り
)
御
招
待
'

(信
明
幼
名
-
筆
者
註
･
以
下
同
)

l

松

五

郎

様
御

学

問

初

被

遊

'
同

人
孝
経
を
話
す
｣

と
い
う
史
料
が
あ
る
｡
藩
士
土
着

政
策
と
の
関
連
で
'
藩
主
が
狙
裸
学
に
接
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
思
想
的
背
景
と

し
て
看
過
で
き
な
い
点
で
あ
る
が
'
本
稿
で
は
後
目
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
0

ま
た
､
浅
倉
有
子
氏
が
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
赤
石
安
右
衛
門
ら
の

｢
覚
｣
を
引

用
し
て
'
松
前
警
備

･
領
内
海
岸
の
防
衛
と
の
関
係
か
ら
'
家
中
奉
公
人
不
足
の
問

2

題
を
導
き
出
し
て
い
る
｡
こ
の
分
析
視
角
は
寛
政
以
降
の
津
軽
藩
政
を
左
右
す
る
松



前
警
備
を
さ
ぐ
る
上
で
重
要
な
指
摘
と
考
え
る
が
'
こ
の
点
に
引
き

つ
け
た
形
で
の

内
容
分
析
は
筆
者
の
準
備
不
足
も
あ
り
へ
思
想
的
背
景
と
と
も
に
本
稿
で
は
後
日
の

課
題
と
し
た
い
｡

尚
'
本
稿
で
引
用
す
る
史
料
は
す
べ
て
市
立
弘
前
図
書
館
の
所
蔵
文
書
で
あ
る
こ

と
を
'
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て
お
-
｡

一
､
改
革
意
見
書
提
出
の
背
景

(用
人
'
牧
野
左
次
郎
)

寛
政
三
年
正
月
'
左

次

郎
'
信

明

公

へ

す
ゝ
め
奉
り
て
'
菊
池
寛
司
'
赤
石
安

3

右
衛
門
を
郡
奉
行
勘
定
奉
行
兼
役
に
抜
擢
L
t
是
よ
り
善
政
興
る
と
云
ふ
'

4

是
時
節
よ
り
御
政
法
別
段

二
相
成
'
世
人
ノ
唱

二
御
仕
向
卜
云
'

右
の
史
料
に
よ
れ
ば
'
当
時

｢御
仕
向
｣
と
言
わ
れ
た
寛
政
改
革
は
寛
政
三
年
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
こ
の
寛
政
改
革
の
直
面
し
た
諸
課
題
が
拙
稿

Ⅰ
･
Ⅲ
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
以
上
'
実
効
は
と
も
か
く
そ
の
原
型
は
既
に
天
明
飢

径
直
後
の
領
主
的
対
応
の
中
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
｡
つ
ま
り
極
言
す
れ
ば
藩

の
政
策
遂
行
力
と
計
画
性
の
違
い
が
単
に

｢御
仕
向
｣
と
呼
は
せ
た
に
す
ぎ
な
い
｡

藩
政
の
見
通
し
が
或
る
程
度
で
き
る
状
況
に
回
復
す
る
期
間
が
こ
の
差
を
導
い
た
と

考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
場
合
'
天
明
四
年

一
月
飢
僅
最
中
襲
対
し
た
八
代
信
明
が
寛
政
三
年
｣ハ
月
に

没
L
t
同
年
八
月
に
九
代
寧
親
が
襲
封
し
た
と
い
う
時
期
的
な

一
致
が
微
妙
に
影
響

し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
が
せ
な
い
｡
し
か
し
'
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
寛
政
改
革
の

内
容
-
備
荒
貯
蓄

･
藩
士
土
着

･
藩
校
設
立
-
も
'
拙
稿

Ⅱ
で
述
べ
た
よ
う
に
'
寛

政
三
年
に
画
期
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
ま
た
寛
政
七
人
衆
と
呼
ば
れ
た
改
辛

ブ
レ
イ
ン
の
登
用
は
信
明
期
に
そ
の
大
半
を
見
て
い
た
の
で
あ
り
'
寧
親
を
中
興
の

英
主
と
し
た
歴
史
的
作
為
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
従

っ
て

｢御
政
法
別
段
相
成
｣

と
は
領
主
的
対
応
の
連
続
性
の
中
で
の
一
段
階
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
｡

こ
の
意
味
に
お
い
て
'
寧
親
襲
封
時
の

｢書
付
｣
は
信
明
と
の
連
続
性
を
示
す
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
る
｡

御
先
代
様
御
事

ハ
年
来
御
政
務
に
被
為
義
御
心
'
御
学
問
井
御
武
芸
其
外
御
殿

方
に
至
る
ま
て
精
々
被
仰
付
置
侯
事
之
由
'
右
思
召
之
適
業

二
於
て
も
急
度
相

守
侯
所
存
に
侯
'

一
統
右
之
心
得
に
て
諸
事
厳
重
に
取
扱
虜

一
之
事

二
俣
間
'

5

呉
々
御
遺
命
何
れ
も
急
度
相
守
行
届
侯
様
致
度
願
無
他
事
侯
'

従

っ
て
寛
政
改
革
は
天
明
期
の
領
主
的
対
応

=
一
時
的
対
応
の
中
で
醸
成
さ
れ
つ
つ
'

寛
政
期
に
入
っ
た
段
階
で
政
策
的
行
為
と
し
て
結
果
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て

い
き
た
い
｡
そ
の
意
味
で
は
天
明
飢
鐘
が
後
期
藩
政
の
原
点
と
言
え
る
｡

さ
て
'
右
の
立
場
を
踏
ま
え
つ
つ
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
改
革
意
見
書
の
出
さ
れ
る

背
景
を
見
て
い
き
た
い
｡
八
代
信
明
は
'
天
明
四
年

一
月
晦
日
の
襲
封
直
後
か
ら

｢
自
筆
書
付
｣
を
多
発
し
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
て
い
る
が
'
そ
の
塞

本
は
'
階
級
的
威
信
の
保
持
と
階
級
内
結
束
の
強
調
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
は
天
明
飢
倭

状
況
に
お
け
る
家
臣
団
内
部
で
の
動
揺
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

他
散
之
老
壱
人
も
有
之
義

ハ
か
つ
て
不
問
'
当
時
之
他
散
移
敷
事

ハ
人
情
之
軽

6

薄

メ
カ
'
又
苛
政
之
す
る
所
カ
'
心
有
輩
義
論
区
々
也
'

具
体
的
な
政
策
攻
撃
で
は
な
い
が
'
当
時
の
農
民
支
配
自
体
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い

る
｡
ま
た
'
廻
米
策
に
及
ん
で
は
極
め
て
そ
の
本
質
を
つ
い
た
家
臣
団
内
部
の
対
立

を
示
し
て
い
る
｡

当

一
ヶ
年
之
凶
作

二
而
当
冬
中
加
程

二
及
餓
死
事
全
御
郡
内
米
穀
不
足
空
虚
成

2



(家
老
)

(用
人
)

ル
故
卜
相
聞
得
候
'
御
家
中
之
内

こ
も
甚
憤
怒
之
老
有
之
'
全
森

岡

主

膳
'

山

(江
戸
用
人
)

t;

田
彦
兵
衛
'
大

谷

津

七

郎
御
政
事
ヲ
執
如
斯
形

二
至
ル
事
以
之
外
也
H
t

こ
の
動
き
は
家
老
同
志
の
対
立
に
ま
で
発
展
し
'
家
老
津
軽
多
膳
の
出
府
問
題
を
引

8

き
越
こ
し
て
い
か
｡
ま
た
こ
れ
ら
が
'
窮
乏
し
た
藩
士
の
不
満
に
支
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡

こ
の
よ
う
な
中
で
入
部
直
後
の
天
明
四
年
八
月
'
信
明
は
自
筆
書
付
の
中
で
積
檀

的
に
君
臣
の
道
を
説
い
て
い
る
｡

一
'
某
君
た
る
事
の
難
き
を
知
て
昼
夜
令
煩
労
候
'
潜
心
胸
焦
し
て
君
道
を
不

失
様
に
心
懸
候
'
其
方
共
に
も
能
々
臣
た
る
事
の
難
き
を
存
じ
少
し
も
臣
追

を
不
失
様
に
可
心
懸
候
'
君
臣
の
道
を
不
失
時

ハ
先
君
の
令
名
を
も
不
汚
様

に
可
相
成
候
間
'
此
事
専

一
に
君
臣
共
心
掛
可
申
候
､

二

-
･･･仮
令
君
々
た
ら
ざ
る
事
あ
り
と
も
'
臣
に
臣
た
ら
ざ
る
の
理
あ
ら
ん

や
,
忠
信
の
臣
に
決
し
て
無
之
処
と
能
々
可
令
勘
弁
候
-
･?
･･

こ
の
君
臣
の
道
の
強
調
は
'
次
に
そ
の
練
磨
'
す
な
わ
ち
武
芸
と
学
問
の
重
要
性
の

強
調

へ
と
展
開
し
て
い
る
｡
翌
五
年
三
月
の
発
駕
に
際
L
t
自
筆
書
付
を
以
て
次
の

よ
う
に
訓
諭
し
て
い
る
｡

二

-
-
万

一
如
何
様
成
不
作
等
有
之
及
飢
渇
候
程
之
大
変
有
之
侯
共
'
武
士

道
堅
固

二
相
守
り
国
之
恥
辱

二
及
侯
事
有
之
問
敷
心
懸
可
為
専

一
候
'
万
々

一
少
も
武
士
道

二
相
背
候
筋
も
有
之
候
而

ハ
'
天
災
老
相
逃
候
共
某
力
厳
刑

老
全
逃
中
間
敷
候
-
-
'

一
'
惣
而
家
中
学
文
之
致
万
不
宜
趣
有
之
侯
'
聖
賢
之
書
を
読
能
人
倫
五
常
之

道
を
知
銘
々
其
身

二
而
致
候
事
肝
要

二
俣
'
唯
詩
文
而
巳
相
拘
り
妄
言
活
口

を
事
と
致
無
益
之
学
文

二
候
'
真
実
身
之
為

二
致
候
学
文
第

一
二
俣
'
其
外

nU

武
芸
等
不
傑
出
情
可
致
候
'
師
範
之
者
も
同
意
相
心
得
家
中
取
立
可
申
候
'

こ
の
傾
向
は
後
に
寛
政
八
年
'
藩
校
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
が
'
そ
の
基
礎

は
信
明
期
に
お
い
て
確
立
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
そ
の
定
期
性
と
場
所
の

一
定
化
で

あ
る
小

こ
れ
は
,
こ
れ
ま
で
の
不
定
期
的
,
非
計
画
的
城
中
講
釈
か
ら

l
段
階
進
ん

だ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
｡

つ
ま
り
'
飢
佳
時
の
諸
状
況
に
対
応
し
て
'
階
級
支
配
貫
徹
の
為
に
'
階
級
的
紘

集
を
企
図
し
た
わ
け
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
こ
に
君
臣
関
係
を
前
提
と
し
て

一
致
団
結

し
た
政
策
遂
行
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
論
理
が
生
ず
る
｡
す
な
わ
ち
人
材
の

登
用
や
意
見
書
の
奨
励
で
あ
る
｡

一
'
壱
人
之
了
簡

二
而
老
知
恵
限
有
'
壱
人

二
而
老
手
之
不
及
間
違
候
事
も
有

之
も
の
こ
而
候
問
'

一
統
心
を
合
せ
諸
役
人
之
意
能
々
不
塞
様
相
用
可
申
事
t

l
t
役
人
初
諸
士
道
も

一
統
心
ヲ
合
為
ホ
相
成
候
義

l
同

二
心
懸
出
情
相
勤
可

申
候
'
右

二
付
仮
令
無
益
成
幸
有
之
候
而
も
不
苦
候
聞
直
ホ
申
聞
候
'
役
筋

之
外
江
戸
国
元
之
家
中
共
目
見
巳
下
之
著
述
も

一
統
存
寄
次
第
言
上
書
差
出

候
様
可
致
候
'
若
間
違
之
筋
有
之
候
而
も

一
向
不
苦
侯
間
'
何
事

こ
よ
ら
チ

心
付
侯
義
老
無
遠
慮
差
出
可
申
侯
'
惣
而
下
ノ
情
上

へ
不
通
候
而
老
国
家
之

潤

治
り
難
事
古
今
歴
然
之
庭

二
俣
'

↓､ノ

こ
の
結
果

｢受
言
函
｣
を
江
戸
藩
邸
お
よ
び
弘
前
城
門
に
置
い
た
と
さ
れ
て
い
か
0

以
上
極
め
て
散
漫
な
論
証
と
な

っ
た
が
'
以
下
述
べ
る
三
つ
の
意
見
書
は
こ
の
よ

う
な
階
級
結
束
の
動
向
の
中
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
｡
そ
れ
だ
け
に
ま
た
藩
政
上
重
要
な
意
見
書
と
し
て
そ
の
意
義
を
有
し
て
い
る
0

3



l
｢

二

｢秘
書

全

｣

-
毛
内
宜

応

‖

本
書
の
位
置
付
け

n叫

毛
内
宜
応
に
つ
い
て
は
そ
の

｢由
緒
書
｣
に
'

(七
代
)

毛
内
宜
応
名
茂
粛
有
右
衛
門
茂
巧
の
嫡
男
也
'
信

寧

公

御
代
'
宝
暦
八
年
七
月

廿
日
茂
巧
家
督
三
百
石
'
其
後
足
軽
頭
被
仰
付
'
天
明
二
年
四
月
朔
日
病
身
之

旨
申
立
御
役
御
免
穏
居
t

と
あ
り
'
経
歴
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
特
に
取
り
あ
げ
る
所
は
な
い
が
'
父
が
有
右

衛
門
で
あ
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
｡
宝
暦
三
年
か
ら
津
軽
藩
で
ほ
乳
井
貫
を
中

心
と
し
た
所
謂

｢宝
暦
改
革
｣
が
断
行
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
時
乳
井
と
と
も
に
執
政

6-
.

に
参
与
し
た
の
が
こ
の
有
右
衛
門
で
あ
る
が
'
宝
暦
六
年
'
改
革
の
第
二
段
階
後
辛

に
お
い
て
'
元
司
職
乳
井
と
の
政
策
的
対
立
に
ょ
っ
て
二

一月
辞
表
を
提
出
し
御
役

nり

御
免
と
な
っ
て
い
か
｡

つ
ま
り
こ
の
父
子
関
係
か
ら
両
者
を
す
ぐ
に
思
想
的
に
同

l

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
'
以
下
見
る
よ
う
に
'
土
着
策
が
復
古
的
側
面
を
持
つ

こ
と
か
ら
'
宝
暦
改
革
の
挫
折
の
中
に
土
着
策
の
展
開
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
｡
し
か
し
宝
暦
改
革
と
の
政
策
的
関
連
に
つ
い
て
は
筆
者
に
そ
の
準
備
が
な

い
た
め
に
本
稿
で
は
触
れ
え
な
い
｡

尚
'
宜
応
自
身
の
素
養
と
し
て
は
'
本
書
中
に
度
々
狙
裸
の

｢
政
談
｣
が
理
論
的

背
景
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
'
狙
裸
学
に
傾
倒
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

本
書
は
'
そ
の
冒
頭
に

｢当
春
御
自
筆
御
書
付
御
家
中
大
小
之
諸
士
存
寄
御
尋
被

仰
付
'
猶
又
此
度
御
入
国

二
付
愚
意
之
趣
左
之
通
奉
中
上
侯
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'

先
述
し
た
天
明
四
年
三
月
の
'
信
明
の
意
図
に
基
づ
い
た

｢存
寄
書
｣
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
が
'
本
書
の
重
要
性
は
次
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡

天
明
四
年
信
明
公
御
入
部
の
後
'
九
月
三
日
毛
内
宜
応
藩
士
在
宅
'
土
着
之
存

念
書
差
上
侯
処
'
同
四
日
条
目
の
み
に
て
ハ
不
相
分
院
間
委
細
に
申
出
侯
様
被

仰
付
'
依
て
同
月
晦
日
一
冊
に
し
て
奉
差
上
侯
庭
'
十
月
十

一
日
公
御
逢
之
上

㈹

前
件
之
得
失
難
易
等
具
に
言
上
'
深
更
迄
御
熟
談
被
遊
重
き
御
意
を
奉
豪
快
'

lu｢.

こ
の
意
見
は
,
同
年

二

一月
二
八
日
,
藩
士
土
着
を
志
向
す
る
最
初
の
法
令
と
し
て

結
実
す
る
に
至
っ
て
い
る
｡
従

っ
て
本
書
考
察
の
意
義
は
土
着
策
の
政
策
的
意
図
を

検
討
す
る
に
当
っ
て
大
き
く
'
ま
た
藩
政
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

臼

本
書
の
構
成

本
書
は
'
九
月
三
日
付

一
通
㈱
'
九
月

一
八
日
付

一
通
個
､
九
月
二
七
日
付

l
通

の'
九
月
晦
日
付
lll通
㈲
㈲
田
の
六
通
の
｢
覚

｣

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
｡

冊

刷
で
は
'
藩
政
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
六
ヶ
条
に
わ
た

っ
て
述
べ
た
後
'

｢近
来
之
御
法
令
共
多
分
老
今
日
切
之
御
儀
を
以
被
仰
出
｣
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
'

q一

｢御
永
久
之
御
政
被
差
立
度
｣
と
し
て
一
五
ヶ
条
の

｢
心
付
侯
趣
｣
を
述
べ
て
い
る
｡

し
か
し
こ
れ
が

｢条
目
斗
奉
中
上
｣

っ
た
た
め
に
'
翌
四
日
'
前
掲
史
料
に
見
え
る

よ
う
に
藩
か
ら

｢委
細
に
申
出
侯
様
被
仰
付
｣
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

個
は
こ
れ
に
対
す
る
返
答
書
で
あ
り
'

｢
先
日
奉
差
上
候
存
念
之
趣
巨
細
之
業
者

相
顕
れ
不
中
外
布
も
教
条
愚
意
之
存
寄
茂
御
座
候
上
御
場
合
臥
侯
而
御
不
益
之
御
倭

共
茂
御
座
候
'
猶
筆
紙
に
難
及
御
儀
茂
御
座
候
｣
と
し
て
'
逆
に

｢
乍
恐
御
逢
之
上

二
両
御
直

二
奉
中
上
度
｣
と
申
出
て
い
る
｡

崎も
ま
た
同
様
の
主
旨
で
あ
り
'
㈲
に

対
す
る
藩
か
ら
の
返
答
書
を
催
促
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
､
刷
に
お
い
て
条
目
の
み
に
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と
ど
め
た
の
は
'
宜
応
の
存
寄
が

｢御
場
合
延
々
ホ
相
成
侯
而
老
甚
御
不
益
之
御

儀
｣

的で
あ

っ
た
た
め
に
'
直
接
謁
見
し
て
申
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
な
対

応
を
迫
ろ
う
と
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
の
結
果
'
同
月
二
九
日
'

｢
可
成
た
け
老
ヶ
条
ホ
相
記
し
奉
差
上
'
其
上
与
待
御
熟
覧
之
上

二
而
追
而
御
逢

可
被
成
下
置
旨
｣
㈲
の
通
知
が
入
り
､
㈲
㈲
田
の
三
通
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ

た
｡㈲

田
は
胸
の
別
紙
で
あ
る
｡
㈲
肺
は
田
の
前
書
き
の
内
容
に
あ
た
り
'

㈱か
ら
㈲

で
述
べ
て
き
た
こ
と
が

｢
必
寛
之
処
老
人
材
を
奉
進
メ
侯
与
土
着
与
之
二
義

二
相
棉

申
候
｣
㈲
と
し
て
'
こ
れ
ら
を
田
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
｡
従

っ
て
以
下
'
本
書

の
三
分
の
二
の
量
を
占
め
る
田
を
検
討
す
る
こ
と
に
ょ
り
'
宜
応
の
見
解
を
見
て
い

き
た
い
｡

日

藩
士
土
着
の
形
態

ま
ず
､
土
着
に
よ
る
得
失
を
見
る
前
に
'
宜
応
が
ど
の
よ
う
な
藩
士
の
存
在
形
悲

を
考
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
｡

土
着
之
儀
老
此
度
新
タ
ホ
御
建
立
之
御
法

二
茂
無
御
座
候
､
往
古
江
御
引
戻
し

之
筋
布
御
座
候
'

右
に
よ
れ
ば
'

｢往
古
｣
の
姿

へ
の
復
古
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
'
具
体
的
に
そ
の

(初
代
為
信
)

(四
代
信
政
)

｢
往
古
｣
と
は
'
｢
瑞

祥

院

様

御
代
よ
り
妙

心

院

様

御
初
年
迫
｣

(永
禄

一
〇
年
～

二
二
･)

明
暦
二
年
)
'
つ
ま
り

｢御
家
中
井
小
給
之
著
述
在
所
才
御
引
上
'
御
城
下
江
苔

候

｣

以
前

=
城
下
集
住
以
前
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
｡
そ
し
て
こ
の
頃
の
状
況
を
次
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
｡

森
岡
金
吾
-
･･･杯
其
外
大
身
数
多
己
レ
可
在
所
二
砦
或

ハ
屋
敷
を
構
在
所
オ
勤

務
仕
候
'
小
身
之
族

ハ
大
方
田
屋
所
か
通
ひ
勤
仕
侯
'
･･････其
頃
小
知
行
与
申

侯
而
百
姓
共
三
十
石
以
上
之
開
発
地
二
御
座
候
待
老
御
印
被
下
置
'
小
知
行
役

与
申
侯
而
唯
今
之
御
留
守
居
支
配
足
軽
等
之
勤
廉
江
御
入
置
在
所
矛
通
勤
仕
候
､

つ
ま
り
'
藩
士
は
在
所
に
住
居
L
t
そ
こ
か
ら
通
勤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
政
に
塞

与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
'
百
姓
を
小
知
行
役
と
し
て
取
り
立
て
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
'
在
住
居
が
開
発
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
｡

と
こ
ろ
が

｢妙
心
院
様
御
入
部
之
節
｣
'
諸
士
の
状
態
が

｢
不
骨
之
風
俗
数
多

二

二
･
で
＼

而
立
廻
り
等
之
不
宜
｣
る
状
況
に
接
し
て
'

一等
分

行

儀
作
法
を
御
教
習
可
被
遊
忠

召
二
而
'
御
城
築
二
御
事
寄
せ
数
年
来
地
方
御
蔵
入
被
仰
付
｣
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

従

っ
て
こ
れ
は
給
地
の
直
轄
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
'
当
然
の

り一り一

こ
と
と
し
て

｢其
後

(正
徳
二
年
)
地
方
御
返
被
下
置
｣
る
こ
と
と
な

っ
た
｡
と
こ

ろ
が
'
こ
の
時

｢勘
定
之
元
〆
役
武
田
源
左
衛
門
｣
に
ょ
っ
て
為
さ
れ
た
地
方
割
直

し
に
問
題
が
あ
り
'
こ
れ
が
現
在
ま
で
蛭
桔
と
な

っ
て
い
る
と
し
て
い
る
｡

右
割
直
之
知
行
所
之
儀
老
方
々
二
分
散
仕
'
百
石
之
場
所

二
而
村
数
三
四
十
ケ

村
'
百
性
作
人
七
八
十
人
之
場
所
勝

二
而
何
連
を
田
屋
所
与
可
仕
方
茂
無
御
座
'

自
ラ
御
城
下
住
居

二
成
来
侯
'
-
-
然
れ
共
古
来
之
田
屋
所
相
残
り
近
年
追
在

所
葺
通
ひ
勤
仕
侯
族
間
々
有
之
侯
'
扱
又
右
割
直
被
仰
付
侯

二
付
銘
々
田
屋
所

茂
相
潰
侯
間
'
又
々
在
宅

二
御
引
戻
し
も
難
被
遊
'

つ
ま
り
'
分
散
知
行
の
結
果
が
必
然
的
に
城
下
住
居
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ

り
'
従

っ
て
そ
こ
に
後
述
す
る
所
で
あ
る
が

｢
風
俗
花
美
｣
や
諸
士
の
困
窮
が
生
ず

る
の
だ
と
し
て
い
る
｡
そ
こ
で
宜
応
は
次
の
よ
う
に
提
言
す
る
｡
卯
年
飢
僅
後
廃
田

は
非
常
に
多
-
､
ま
た
所
々
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'

一
方
で
は
極
め
て
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容
易
に
地
方
割
直
し
を
断
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
従

っ
て
こ
の
期
を
逃
す
こ
と
な

-

｢
地
方
割
直
し
被
仰
付
'

一
ヶ
所
江
引
堅
〆
被
下
置
｣
る
べ
き
で
あ
る
｡
そ
し
て

そ
こ
に
田
屋
所
を
置
き
'
家
来

･
妻
子
を
召
し
連
れ
て
手
作
り
せ
よ
と
し
て
い
る
｡

こ
の
場
合
'
百
姓
負
担
'
廃
田
の
多
少
'
お
よ
び
土
地
の
生
産
性
を
考
慮
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
'

｢
地
方
割
直
之
儀
者
'
平
賀
六
庄
鼻
和
三
庄
其
外
浜
通
り
大
場
馬
継

所
相
除
き
侯
而
'
田
舎
庄

二
而
田
地

一
ヶ
所
江
引
堅
メ
割
出
し
可
被
仰
付
侯
'
但
し

御
神
領
寺
社
領
者
唯
今
追
之
通

二
御
引
居

二
可
被
差
置
侯
｣
と
し
て
'
給
地
と
し
て

1･.-り】

配
分
す
べ
き
土
地
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
動
｡

次
に

｢勤
仕
｣
の
問
題
で
あ
る
が
'

｢勤
仕
之
儀
老
同
役
申
合
如
何
鉢

こ
も
御
問

を
合
せ
侯
様

二
御
役
人
御
近
習
廻
り
日
参
之
族
老
妻
子
田
屋
所
江
遣
侯
儀
御
免
被
仰

付
｣
れ
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
｡
従

っ
て
土
着
と
は
言

っ
て
も
藩
政
遂
行
に
支
障
の

な
い
限
り
の
土
着
で
あ
り
'
ま
た

｢
同
役
申
合
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
土
着
す
る
か

否
か
は
全
-
藩
士
の
意
向
に
任
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ

の
意
味
で
は
'
本
書
を
通
し
て

｢手
作
致
度
老
｣
の
申
出
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
り
'
ひ
い
て
は
土
着
対
象
者
が
そ
の
再
生
産
の
如

何
に
よ
っ
て
は
下
級
家
臣
に
限
ら
れ
て
-
る
と
い
う
性
格
を
持

っ
て
い
る
｡
つ
ま
り
'

こ
こ
に
階
級
内
部
で
の
位
階
制
的
利
害
が
絡
ん
で
-
る
こ
と
に
な
る
｡
拙
稿

Ⅰ
で
指

摘
し
た
よ
う
に
'
寛
政
二
年
の
土
着
令
以
来
'
度
々
の
土
着
令
に
も
拘
ら
ず
城
下
を

離
れ
る
者
が
極
め
て
少
な
い
状
況
で
あ

っ
た
の
は
'
右
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
｡

さ
て
'
以
上
の
様
な
土
着
制
に
お
け
る
藩
士
の
存
在
形
態
は
'
藩
領
全
体
と
し
て

捉
え
た
場
合
次
の
よ
う
な
区
割
を
可
能
に
す
る
と
し
て
い
る
｡

鎗
録
等

こ
も
相
見
得
申
候
通

一
体
之
国
数
四
ツ
ホ
割
'

一
ツ
老
公
務
之
入
高
'

一
ツ
老
家
中
給
仕
'

一
ツ
者
国
中
之
飯
料
'

一
ツ
者
年
々
之
損
毛
与
相
定

メ
'

有
余
之
分

ハ
貯

二
仕
置
凶
年
之
備

二
仕
侯
'

つ
ま
り
'
藩
士
再
生
産
を
藩
財
政
-

公
務
か
ら
切
り
離
し
t
か
つ
そ
れ
に
ょ
っ
て
藩

財
政
再
生
の
道
を
切
り
開
き
う
る
の
が
'
以
上
述
べ
て
き
た
形
態
に
ょ
る
土
着
制
だ

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

佃

藩
士
土
着
の
得
失

fT.

本
書
は
二

l
ヶ
条
に
お
よ
ん
で
土
着
の

｢
徳
｣
を
'
更
に
二

1
項
軌
に
わ
た

っ
て

土
着
の

｢難
｣
を
説
い
て
い
る
｡
現
実
の
難
し
き
を
凌
ぎ
'

｢御
永
久
之
御
政
道
｣

を
成
就
す
べ
き
と
す
る
所
か
ら
'
当
然
な
が
ら

｢
徳
｣
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
｡
こ
の
意
味
で
は
'
す
べ
て
土
着
制
を
行

っ
た
な
ら
ば
と
い
う
土
着
断
行
後
の
当

然
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
状
況
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
｡
し
か
も
'
土
着
L
t
手

作
り
を
行
え
ば
必
ず
知
行
高
以
上
の
出
穀
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
論
理
を
前

提
と
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
何
故
土
着
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
点
が
'

土
着
し
た
結
果
次
の
よ
う
な
理
想
的
状
況
が
現
出
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
方
法
論
で
説

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

さ
て

｢徳
｣
の
二

一
ヶ
条
は
'
天
明
四
年
段
階
の
状
況
を
克
服
し
う
る
土
着
の
徳

に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
と
'
土
着
令
後
'
或
い
は
そ
れ
と
同
時
に
出
さ
れ
る
べ
き
法

令
'
ま
た
は
土
着
令
後
実
行
し
や
す
い
諸
法
令
に
関
す
る
部
分
に
大
別
さ
れ
る
｡
級

者
は
土
着
の

｢
徳
｣
を
強
調
し
て
は
い
る
が
'
最
終
的
に
は
人
材
登
用
に
帰
着
す
る

内
容
で
あ
る
｡

ま
ず
'
前
者
の

｢徳
｣
は
'
飢
笹
後
の
状
況
を
克
服
し
う
る
と
い
う
点
で
'
二
点

に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

一
つ
は
農
村
状
況
で
あ
り
'

一
つ
は
藩
士
財
政
の
窮
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乏
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
れ
ら
が
克
服
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
藩
財
政
そ
の
も
の
も

好
転
し
理
想
的
状
況
が
開
け
る
と
す
る
｡

農
村
状
況
は
次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
｡
①
廃
田
の
増
大
'
②
三
民
の
本
業
遊
顔

傾
向
'
③
治
安
の
悪
化
'
④
耕
作
の
無
計
画
性
t
の
四
点
で
あ
る
｡

(天
明
三
'
四
年
)

①
は
t

l
去

当

年

之

内

御

郡
中
之
餓
死
凡
十
二
三
万
人
茂
可
有
之
'
又

ハ
疫
疾

二

而
病
死
之
老
茂
二
三
万

二
及
可
申
侯
'
-
-
別
而
在
々
之
死
亡
移
敷
'
夫

二
順
し
牛

馬
之
散
失
死
亡
茂
又
不
少
｣
る
状
況
を
背
景
と
し
て
'
仕
付
高
の
問
題
と
し
て
あ
ら

わ
れ
て
-
る
｡
す
な
わ
ち

｢来
年
植
付
之
力
無
御
座
候
得

ハ
又
候
廃
田
重
可
申
候
'

当
年
御
田
地
半
分

二
余
り
侯
廃
田
又
々
明
年

二
至
り
廃
田
重
可
申
｣
状
況
を
生
む
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
従

っ
て
こ
こ
に
耕
作
力
の
補
充
源
と
し
て
'
藩
士
お
よ
び

そ
の
家
来
'
妻
子
を
捉
え
る
こ
と
で
'
廃
田
開
発
を
行
い
う
る
土
着
が
有
効
と
さ
れ

て
い
る
｡

此
節
諸
士
在
々
江
引
越
シ
妻
子
家
来
を
も
召
連
行
田
地
取
立
任
侠

ハ
1
'
先
明
々

年
之
所

:
而
弐
万
人
余
之
人
数
倍

二
相
成
可
申
'
是
等

二
而
御
田
地
三
四
万
石

開
ケ
可
申
'
御
蔵
地
共

二
五
六
万
石
老
仕
付
可
申
侯
'
ケ
様
之
御
手
配
り
被
遊

候

ハ
1
六
七
年
之
内

二
者
大
鉢
廃
田
仕
立
左
程
苦
労

三
戊
不
相
成
'
御
物
入
茂

過
分

二
無
御
座
田
地
仕
付
方
御
成
就
可
仕
与
奉
存
侯
'

宜
応
は
右
の
よ
う
な
見
積
も
り
を
し
て
い
る
の
だ
が
'
こ
の
場
合

｢妻
子
｣
を
も
農

事
労
働
力
と
し
て
設
定
し
た
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
｡
す
な
わ
ち

｢妻
子
｣

の
日
常
は

｢畑

へ
出
土
を
う
ね
り
鍬
を
取
り
或

ハ
稲
を
こ
な
し
杯
仕
侯
上
'
平
生

ハ

延
之
上

二
住
居
｣
す
る
毎
日
で
あ
り
'
し
か
も

｢
隣
之
妻
子
与
出
会

こ
も
互

二
平
坐

農
作
之
場
所

二
而
見
合
見
知
ら
れ
侯
儀

ニ
｣
て
'
何
ら
周
囲
と
の
隔
差
を
設
定
し
え

な
い
状
態
を
意
味
し
て
い
る
｡
従

っ
て
藩
士

一
般
の
妻
子
と
し
て
は
考
え
難
い
｡
本

書
中
位
階
制
を
示
す
所
は

一
ヶ
所
も
な
い
が
'
土
着
効
果
に
つ
い
て
は
藩
士
全
員
土

着
に
ょ
っ
て
生
じ
る
効
果
を
述
べ
'
土
着
対
象
者
に
つ
い
て
は
中
下
級
家
臣
を
念
戻

に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

②
は
'

｢
三
民
其
職

二
復
｣
す
た
め
に
も
土
着
が
必
要
だ
と
い
う
点
で
あ
る
｡
こ

れ
は
離
農
化
傾
向

=
農
業
人
口
の
減
少
と
い
う
点
に
お
い
て
①
と
深
い
関
連
を
も

つ

が
'
特
に
農
商
分
離
と
い
う
点
で
強
調
さ
れ
て
い
る
｡

近
年
在
々
困
究
百
姓
弱
り
侯

二
付
商
家
葺
金
銀
を
借
り
'
返
済
滞
候

二
付
無
拠

田
地
を
町
家
江
相
渡
し
'
或
老
引
当
に
田
地
を
取
ラ
れ
侯

二
付
'
商
人
田
地
を

二
二
,｣

持
'
手
作
或
老

乍

人

を
付
置
立
廻
し
取
候
事

二
相
成
り
'
当
時
商
家

へ
取
ら
れ

候
之
田
地
不
少
百
姓
共
及
困
究
村
々
衰
微
仕
侯
茂
是
等
之
御
儀

二
御
座
候
'
元

来
商
家
之
情
老
永
々
之
事

二
者
相
渡
ら
す
今
日
/
＼

之
利
潤
を
貴
侯
風
儀

二
御

座
候
得
老
'
田
畑
之
出
穀
斗

二
心
御
座
候
而
手
入
方
老
農
人
共
之
律
儀
な
る
を

二
二
∵

者
大

二
労
可
申
侯
'
此
風
儀

二
而
農
商
打
混
し
百

性

共

茂
自
ラ
町
人
心

二
罷
成

り
へ
今
日
之
利
潤

二
走
り
田
地
之
手
入
甚
悪
敷
御
座
候

二
付
'
年
々
之
上
り
穀

不
足
仕
身
上
肥
立
廉
侯
も
理
-
ニ
御
座
候
'

農
村
疲
弊
は
単
に
商
人
の
農
村
介
入
に
ょ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
'
農
民
困
窮

を
前
提
と
し
て
農
商
接
近
の
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
所
に
特
性
が
あ
る
｡
手
間
稼

ぎ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
'
農
業
に
専
心
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
す
り
か
え
た

の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
諸
士
が
土
着
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て

｢
農
業
之
世
話
仕
候
節

ハ
'

一
図

二
鍬
取
耕
す
る
之
外
他
念
無
御
座
金
銀
を
貴
る
心
生
す
る
事
な
-
'
田
畑
を
専

ら
大
切

二
可
仕
｣
き
状
態
が
生
ま
れ
る
と
見
込
ん
だ
と
い
え
る
｡
こ
の
意
味
で
は
'

土
着
藩
士
は
監
督
的
立
場
に
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
｡

以
上
の
点
は
'
後
に
戸
籍
調
査
や
営
業
規
定
等
に
よ
っ
て
三
民
の
計
画
的
配
分
の

7



方
向
に
向
か
い
'
非
人
や
乞
食
も
不
足
が
ち
な
仮
子
や
奉
公
人
と
し
て
再
編
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
｡
す
な
わ
ち
'
土
着
と
は
い
っ
て
も
基
本
は
あ
-
ま
で
も
三
民
に
よ

る
生
産
拡
大
な
の
で
あ
り
'
諸
士
や
家
来
'
妻
子
は
農
村
状
況
と
の
関
連
で
見
た
時

は
補
完
的
役
割
し
か
持
ち
え
な
い
｡

④
は
'
治
安
維
持
に
お
け
る
土
着
の

｢徳
｣
で
あ
る
｡
宜
応
は

｢
盗
賊
火
付
博
突

之
老
｣
が
領
内
'
村
内
に
入
り
込
む
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
点
を
述
べ
て
い
る
｡

何
故
'
飢
僅
時
に
一
気
に
爆
発
し
た
打
ち
こ
わ
し
や
訴
願
闘
争
が
念
頭
に
お
か
れ
な

か
っ
た
か
は
疑
問
に
残
る
所
で
あ
る
が
'

｢
衣
食

二
事
を
欠
候
得

ハ
礼
義
を
噛
む
心

も
薄
-
'
礼
義
無
御
座
候
得
老
悪
事
を
も
生
し
候
儀
必
然
之
理

二
御
座
候
｣
と
い
う

認
識
を
持

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
'
土
着
に
よ
っ
て
廃
田
も
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
'
右

の
論
理
に
よ
っ
て
打
ち
こ
わ
し
等
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
｡
い

ず
れ
に
せ
よ
'

｢
武
家
在
々
二
充
満
｣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

｢悪
徒
寄
付
事
不
叶
｣

る
状
態
と
な
り
'
こ
れ
ま
で

｢諸
目
付
代
官
手
代
茂
手
之
届
不
申
｣
る
所
ま
で
も
行

き
届
-
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
｡
土
着
に
ょ
っ
て
藩
士
を
警
察
機
構
の
中
に
組
み

込
め
る
と
し
た
の
で
あ
る
｡

④
ほ
'

｢
山
川

二
理
｣
の
あ
る
こ
と
を
農
民
に
教
え
'
以
て

｢年
々
豊
作

二
可
罪

成
｣
き
た
め
に
は
土
着
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
｡
山
川
の
理
と
は
'
山
辛

川
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
｡
そ
れ
が
農
民
の
計
画
性
の
な
い

耕
作
等
に
ょ
っ
て
農
事
に
支
障
を
き
た
す
程
の
状
況
と
な

っ
て
い
る
の
を
是
正
す
べ

き
で
あ
る
と
し
'
そ
こ
に
土
着
藩
士
が
介
在
し
う
る
と
し
て
い
る
｡
こ
の
点
に
集
約

さ
れ
る
諸
ヶ
条
は
'
宜
応
の
愚
民
観
の
現
わ
れ
以
外
の
何
者
で
も
な
い
が
'
こ
れ
に

ょ
れ
ば
農
民
は
次
の
よ
う
な

一
年
を
過
ご
し
て
い
る
た
め
に
'
④
で
述
べ
た
様
な
商

家
に
田
畑
を
取
ら
れ
る
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
｡

惣
而
土
民
老
今
日
之
事

二
拘
り
往
事
之
儀
を
老
不
思
付
'
苅
納
れ
老
食
ヒ
米
穀

を
売
排
侯
而
酒
肴
衣
類
等

二
仕
'
春
迄
之
飯
料
之
貯
も
不
仕
'
田
打
植
付
人々
夫

喰
を
借
り
夫
茂
届
次
第

二
分
限
不
相
応

二
倍
候
故
'
秋
先
御
収
納
井
諸
返
済
方

迫
も
相
済
し
侯
得
老
'
日
用
続
方
之
飯
料
さ
へ
無
之
鉢
故
直

二
借
り
申
侯
､
此

後
レ
年
を
童
子
田
畑
を
離
レ
侯
類
不
少
御
事

二
御
座
候
'

つ
ま
り
'
百
姓
潰
れ
の
原
因
を
百
姓
自
身
に
求
め
て
い
-
と
い
う
論
理
で
あ
る
が
'

右
の
結
果

｢
百
姓
少
-
当
作
を
預
り
作
人
高
無
勝
｣
と
な
り

｢
一
村
之
衰
微
｣
を
導

-
こ
と
に
な
る
｡
こ
こ
に
山
川
の
理
を
わ
き
ま
え
な
い
行
為
が
展
開
さ
れ
る
と
す
る

の
で
あ
る
｡

薪
等
老
手
近
之
山
々
伐
尽
し
'
手
遠
之
山
葺
伐
取
慎

二
付
'
人
馬
之
労
れ
農
事

之
障

二
茂
相
成
申
候
'
然
共
村
々
預
之
明
山
手
大
任
樹
木
植
付
等
も
心
茂
不
付
'

結
局
明
山
江
少
数
松
柏
等
生
立
侯
得
老
'
野
火
を
入
焼
枯
し
藻
場
之
近
き
を
喜

び
風
儀

二
御
座
候
'
作
毛
老
植
付
候
而
秋
先
手
取
候
物
ホ
斗
心
得
'
水
之
源
を

探
不
申
慎

二
付
､
水
年

二
者
溢
れ
早
年

二
者
枯
れ
申
候
而
'
常

二
豊
作
を
取
事

不
叶
'
大
川
筋
茂
堰
堤
挨
上
ケ
不
手
入
二
付
水
通
し
不
申
'
洪
水
之
度
々
田
畑

へ
水
溢
れ
封
彊
切
れ
堤
破
れ
大
造
之
御
修
理

二
相
成
申
侯
'

結
局
の
所
'
右
の
よ
う
な
繰
り
返
し
が
藩
財
政
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
'
何
ら

か
の
形
で
教
導
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
こ
に
'
百
姓

の
生
活
指
導
を
も
含
み
込
ん
だ
長
期
的
農
業
指
導
の
た
め
に
は
'

｢
山
川
之
理

二
心

得
｣
の
あ
る
藩
士
が
土
着
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
ょ
っ
て
常
時
差
配
す
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
従

っ
て
こ
の
意
味
で
は
'
土
着
は
生
産
性
の
安
定

化
を
め
ざ
し
て
い
る
｡

次
に
'
藩
士
財
政
窮
乏
の
克
服
と
い
う
点
か
ら
土
着
の

｢
徳
｣
の
内
容
を
追
う
こ
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と
に
す
る
｡
こ
の
場
合
次
の
≡
点
に
集
約
さ
れ
る
｡
①
出
費
の
削
減
､
④
藩
財
政
の

好
転
､
④
武
備
の
充
実
､
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

｢御
家
中
困
究
之
御
救
万

之
御
手
段
茂
無
之
｣
と
い
う
､
い
わ
ば
最
後
の
手
段
が
土
着
制
で
あ
る
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
｡

④
は
､
藩
士
財
政
窮
乏
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
､
著
惨
に
よ
る
不
要
な
出
費
が
無

-
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
｡
こ
の
傾
向
は
城
下
居
住
の
た
め
に
生
ず
る
も
の
で
あ
り
､

そ
の
結
果
､

｢分
限
之
商
家
之
風
体
を
見
習
ひ
彼
等

二
不
負
与
風
流
を
尽
し
分
限
茂

不
存
馨
り
を
極
め
佳
肴
琢
味

二
財
を
散
し
侯
､
又
御
家
中
妻
子
老
御
広
敷
之
衣
頬
流

行
を
見
習
ひ
聞
伝

へ
､
大
身
之
妻
子
之
威
を
学
ひ
申
候
放
物
入
莫
大

二
罷
成
段
々
困

窮
ホ
及
｣
ん
で
い
る
｡
従

っ
て
土
着
に
ょ
っ
て

｢
在
所
江
引
寵
｣
り
､
日
々
耕
作
に

従
事
す
れ
ば

｢
万
事
素
朴
｣
に
な
る
と
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
藩
士
に
と

っ
て
ほ

｢
万

事

二
費
少
-
五
穀
手
入
宜
敷
御
座
候
得
者
早
溢
風
霜
之
憂
薄
-
､
材
木
土
産
を
も

銘
々
二
仕
立
候
得
老
万
蔓
不
自
由
之
筋
無
御
座
｣
-
な
り
､
そ
の
結
果
藩
財
政
に

お
い
て
も

｢物
人
も
過
半

二
相
減
､
金
銀
他
国
江
洩
出
る
事
無
御
座
､
御
都
中

:

季
居
候
而
自
ラ
御
郡
中
豊
無

二
罷
成
｣
る
良
策
が
土
着
制
だ
と
し
て
い
る
の
で
め

る
｡④

は
､
藩
士
窮
乏
が
借
上
や
知
行
歳
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
､
藩
も
普

た
そ
の
返
済
の
た
め
に
財
政
難
と
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
土
着
制
に
よ
っ
て
断
ち
切

れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
｡
つ
ま
り
土
着
に
よ
っ
て
給
人
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
が
確
立
す
る

た
め
に
､
藩
財
政
構
造
か
ら
藩
士
財
政
を
分
断
す
る
こ
と
が
で
き
､
こ
こ
に
藩
財
政

も
円
滑
化
さ
れ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
｡
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
藩
財
政
事
情
が
捉
え

ら
れ
て
い
る
所
か
ら
き
て
い
る
｡

町
在
御
用
立
金
も
其
節
之
御
返
済
相
立
不
申
候
之
上
者
､
又
々
御
傭
人
之
御
辛

段
も
難
被
遊
､
在
々
過
役
も
此
極
究
之
処
江
老
難
被
仰
付
､
上
方
筋
御
才
覚
も

程
々
御
座
候
御
儀
､
是
以
御
返
済
無
御
座
候
而
老
後
々
之
御
差
詰
り
こ
可
相
成
､

左
侯
得
者
達
々
二
御
勝
手
方
相
弱
り
御
郡
中
之
困
窮
弥
増

一
統
之
差
詰

二
相
成

可
申
､

つ
ま
り
､
八
万
塞
が
り
の
逼
迫
し
た
借
金
財
政
の
中
で
再
び
借
金
を
重
ね
て
い
-
こ

と
の
危
険
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
続
い
て
､
こ
の
た
め
に
は
領
主
階
級
自
ら
が
坐

産
手
段
を
持
ち
う
る
土
着
形
態
に
復
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
と
展
開
す
る
の
で

あ
る
｡
し
か
も
こ
の
こ
と
は
階
級
支
配
に
お
い
て
極
め
て
有
益
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
｡
つ
ま
り
､
土
着
し
耕
作
に
従
事
す
る
こ
と
で
､

｢
下
之
情
に
通
し
'
三
民
之
難

難
を
知
､
地
理
に
委
敷
､
農
之
時
を
存
罷
有
侯

二
付
､
民

:
苦
し
､､､
を
不
懸
常

二
農

事
に
心
懸
｣
け
さ
せ
る
役
人
を
輩
出
で
き
る
策
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

④
は
､
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
土
着
が
必
ず
藩
士
財
政
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
前
堤

と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
､
武
備
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で

あ
る
｡
こ
れ
は
当
時
藩
士
財
政
困
窮
の
た
め
に

｢御
家
中
軍
役
之
諸
武
器
老
所
持
不

仕
､
可
召
連
人
数
無
御
座
｣
-
､
ま
た

｢役
馬

ハ
三
百
石
以
上
葺
繋
侯
御
定
｣
に
も

拘
ず

｢千
石
八
百
石
之
大
士
之
繋
き
候
事
難
叶
｣
い
状
態
で
あ
り
'

｢
若
今

二
に
も

変
事
有
之
｣
る
場
合
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
状
況
認
識
か
ら
導
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
｡
し
か
し
こ
の
意
見
書
の
段
階
で
は
､
そ
の
現
実
性
よ
り
も
領
主
階
級
固
有
の

存
在
意
義
を
根
拠
と
し
た
と
こ
ろ
の
土
着
正
当
論
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
忠

わ
れ
る
｡
こ
れ
に
現
実
性
が
付
加
さ
れ
る
の
は
､
蝦
夷
地
警
固
の
展
開
す
る
寛
政
以

降
で
あ
る
｡
そ
こ
で
､
何
故
土
着
が
武
備
充
実
に

｢
徳
｣
策
で
あ
る
か
だ
が
'
相
変

わ
ら
ず
財
政
好
転
を
前
提
と
し
て
展
開
し
て
い
る
｡
や
や
長
文
で
あ
る
が
'
ま
と
め

の
意
味
で
引
用
す
る
｡
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諸
士
を
土
着

二
被
仰
付
俣
得
共
'
其
身
銘
々
之
領
地
江
引
込
手
作
仕
慎

二
付
'

其
領
地
之
百
姓
老
不
残
普
代
之
家
来

二
御
座
候
'
其
上
次
男
三
男

こ
も
少
々
ツ
ゝ

田
地
を
与

へ
手
作
致
さ
せ
妻
子
も
持
せ
置
候
得
共
'
百
石
之
領
地

二
而
普
代
忠

顧
之
家
来
八
九
人
ツ
1
老
召
抱
置
可
申
'
本
音
在
所

二
住
居
花
美
香
俊
之
費
な

-
出
合
出
会
之
物
人
も
な
-
勿
論
手
作
之
事

二
俣
得
老
'
知
行
之
上
り
百
石

二

而
二
百
四
五
捨
石
位
之
出
穀

二
可
有
御
座
手
作

:
仕
候
得
老
馬
無
之
候
而
老
不

叶
侯
間
'
百
石

二
而
馬
四
五
疋
茂
繋
キ
不
申
候
而
老
手
廻
シ
成
兼
'
其
馬

ハ
直

二
二
･
､

二
乗
馬

二
相
成
慎

二
付
二
三
十
石
之

録

二
而
不
残
馬
持
候
上
'
普
代
之
家
来
二

三
人
ツ
1
着
召
抱
置
可
申
候
'
惣
而
三
十
石
老
唯
今
之
百
石
葺
老
万
事
手
上

二

暮
方
可
仕
候
'
豊
麗
に
し
て
外
之
費
無
御
座
候

二
付
'
御
軍
役
之
武
器
老
令
令

二
二
･
㌦

を
不
持

し

て
用
意
可
仕
'

さ
て
'
以
上
よ
り
宜
応
の
言
う
土
着
の

｢
徳
｣
に
つ
い
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
次
の

よ
う
に
な
る
｡
土
着
は
そ
の
形
態
か
ら
'
生
産
力
の
向
上
と
出
費
の
抑
制
を
企
図
し

た
も
の
で
あ
り
'
従

っ
て
藩
財
政
お
よ
び
藩
士
財
政
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
｡

し
か
も
こ
れ
に
ょ
っ
て
土
着
し
た
藩
士
は
'
三
民
の
監
督
を
行
い
'
警
察
機
能
を
果

た
し
'
生
活
指
導
を
含
ん
だ
長
期
的
農
業
指
導
も
行
い
う
る
｡
ま
た
そ
の
財
政
が
豊

か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
'
必
然
的
に
藩
財
政
の
負
担
を
軽
減
し
'
基
本
的
な
軍
役

を
も
負
担
し
う
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
場
合
'
領
主
階
級
内
部

で
の
位
階
制
的
区
別
は
な
い
も
の
の
'
全
体
と
し
て
ほ
小
給
家
臣
を
基
本
と
し
た
も

の
で
あ
る
｡

次
に
土
着
と
の
関
連
法
令
'
お
よ
び
関
連
事
項
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
｡
藩

政
全
体
の
中
で
の
土
着
の
位
置
付
け
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
知
る
の
に

重
要
で
あ
る
｡
次
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

①

｢手
寄
之
村
｣
お
よ
び

｢御
城
下
江
も
学
校
御
取
立
被
差
置
｣
た
き
こ
と
｡

②

｢
戸
籍
｣
'
｢
路
引
｣
の
制
を
立
て
ら
れ
た
き
こ
と
｡

③

｢
諸
色
諸
物
｣
の
相
場
を
立
て
'

｢諸
色
五
穀
を
以
融
通
｣
さ
れ
た
き
こ
と
｡

④

定
免
制
を
し
か
れ
た
き
こ
と
｡

⑨

諸
役
職
'
特
に
四
奉
行
'
代
官
'
湊
目
付
等
は

｢
器
量
｣
の
者
に
任
せ
､
彼
ら

が

｢存
念

一
盃
｣
に
そ
の

｢
器
量
｣
を
発
揮
で
き
る
機
構
に
さ
れ
た
き
こ
と
｡

順
に
内
容
を
見
て
い
き
た
い
｡

①
は
'
土
着
に
よ
り

｢質
朴
相
成
武
気
茂
自
然
与
強
ク
罷
成
｣
る
も
の
の
'

｢
御

二
二
､
､

城
下
江
度
々
罷
出
不
申
侯
に
付
導

場

江
も
出
精
不
相
成
'
講
度
江
も
参
会
仕
兼
｣
る

こ
と

へ
の
対
応
で
あ
る
｡
城
中
講
釈
の
段
階
か
ら
学
校
形
態
を
導
-

一
契
機
を
土
着

に
求
め
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡
同
時
に

｢
手
寄
之
村
江
文
武
之
学
校

一
ヶ
所

御
手
軽
-
御
取
立
被
遊
度
｣
と
し
て
城
下
以
外
の
地
に
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
は
'

通
学
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
'
先
に
あ
げ
た

｢
徳
｣
を
'
象
徴
的
に
t
か
つ
実
質

的
に
農
村
に
及
ぼ
そ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
｡

②
は
'
城
下
を
中
心
と
し
た
人
別
調
査
'
城
下
整
理
が
そ
の
日
的
と
な

っ
て
い
る
｡

内
容
は
'

｢御
城
下
を
広
る
事
｣
を
せ
ず
'
新
規
商
売
を
禁
じ
'
取
締
り
を
厳
重
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
城
下
を
小
規
模
に
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
場
合

｢
乞
食
非
人

茂
在
々
江
片
付
農
事
之
雇
等

二
人
｣
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
'

｢
御
城
下

二
而
見
吉
敷

老
排
梱
不
仕
端
々
之
小
町
無
御
座
候
'
-
⊥
戸
数
走
り
町
々
苔
､,､
侯

ハ
ゝ
'
商
売
方

繁
昌
仕
富
人
数
多
出
金
米
銭
之
融
通
追
宜
敷
相
成
｣
る
状
況
が
生
ず
る
と
し
て
い
る
｡

す
な
わ
ち
'
土
着
に
よ
っ
て
弛
緩
す
る
で
あ
ろ
う
城
下
を
'
小
規
模
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
治
安
と
商
売
の
存
続
を
図
り
'

一
方
で
遊
民
を
農
業
人
口
に
加
え
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
｡
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④
は
'

｢御
郡
中
之
産

ハ
第

一
米
穀

二
御
座
候
上
'
端
国

二
而
他
国
之
往
来
無
御

座
金
銀
廻
り
方
不
通
用
二
而

一
体
金
銭
不
足
｣
で
あ
る
た
め
'

｢諸
色
難
調
候

二
付

下
々
之
難
儀

二
相
成
｣

っ
て
い
る
状
況

へ
の
対
応
と
し
て
出
す
べ
き
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
｡
相
場
立
て
は
そ
の
前
提
で
あ
る
｡

御
国
中
江
入
侯
金
銀
他
国
江
出
し
不
申
侯
被
遊
方
老
'
-
-
五
穀
之
融
通

二
而

御
郡
中
金
銀
を
遣
ひ
不
申
'
右
米
穀
を
老
御
買
上
之
上
'
浜
手
地
排
成
共
御
廻

船

:
而
御
登
せ
成
共
被
遊
侯
得
老
'
右
之
代
金
御
蔵
江
相
納
り
申
侯
'

領
内
に
お
け
る
右
の
施
策
は
藩
の
積
極
的
介
入
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
'
従

っ

て
領
内
産
物
の
売
り
出
し
に
つ
い
て
も

｢
他
金
銀
を
入
候
｣
た
め
に
は
藩
に
よ
る
介

入
が
必
然
化
さ
れ
て
-
る
｡
つ
ま
り
'
領
外
か
ら
移
入
す
る
も
の
は
藩
が
五
穀
を
以

て
買
い
上
げ
た
上
で
領
内
に
融
通
L
t
領
内
産
物
を
移
出
す
る
場
合
は
'

一
旦
藩
が

買
い
上
げ
た
上
で
'
地
排
い
な
り
廻
船
な
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
'
領
内
金
銀
を

豊
か
に
し
ょ
う
と
し
た
施
策
で
あ
る
｡
こ
れ
は
藩
に
よ
る
流
通
統
制
で
あ
り
'
藩
専

売
を
志
向
し
て
い
る
と
言
え
る
｡
従

っ
て
②
か
ら
導
か
れ
る
商
家
戸
数
の
限
定
も
こ

れ
と
無
関
係
で
は
な
く
'
藩
の
商
人
化
に
ょ
る
出
店
の
計
画
的
設
定
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
｡

④
は
'
土
着
に
ょ
っ
て
田
畑
手
人
も
よ
-
な
り
生
産
性
が
安
定
す
る
こ
と
'
検
兄

の
際
の
費
用
が
莫
大
で
あ
る
こ
と
'
お
よ
び

｢
御
先
代
様
御
治
世
四
十
余
年
之
内
両

二
･
7
､

度
斗
茂
御
座
候
哉
｣
と
い
う
状
況
に
お
い
て
は
'
ま
ず

｢
十
ケ

一
ツ
ゝ
常

免

二
被
申

付
'
諸
氏

二
信
を
御
示
し
民
情
正
理

二
帰
し
｣
た
上
で
実
行
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
｡

土
着
に
よ
っ
て
生
産
性
が
高
ま
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
'
藩
財
政
で
は
検
見
に
よ
る

出
費
を
防
ぎ
'
農
民
は
そ
れ
に
ょ
っ
て
剰
余
部
分
の
貯
蓄
を
獲
得
で
き
る
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
｡

⑨
は
'

一
般
に
人
材
の
登
用
を
意
味
す
る
が
'
宜
応
の
主
な
論
点
は
次
の
点
に
め

る
｡

四
奉
行
を
初
滴
々
町
奉
行
其
外
之
御
役
方
共

二
御
役
を
豪
相
勤
候
得
共
'
諸
辛

共

二
御
用
虞
江
相
伺
御
家
老
御
用
人
之
差
図
を
相
待
候
而
自
分
之
器
量
を
不
良

候

二
付
'
善
悪
共
に
御
用
虞
任

二
御
座
候
間
'
御
為
之
儀
存
付
候
而
も
自
分

二

而
取
扱
侯
儀
難
相
成
'
御
用
虞
<Q
被
仰
付
候
上
老
何
程
御
不
為
之
儀

二
而
も
夫

な
り
に
任
侠

二
付
'
踏
込
御
奉
公
難
相
勤
釣
合

二
成
来
り
申
候
'

(中

略
)

奉
行
支
配
人

二
御
任
置
被
成
候

ハ
ゝ
御
締
合
茂
可
宜
候
得
共
'
御
役
癖
之
様

二

罷
成
万
事
御
差
固
有
之
侯
に
付
'
其
老
之
器
量
を
御
用
無
之
故
'

一
統
勤
方
之

は
ま
り
無
御
座
'
是
等
.{Q御
法
も
破
壊
御
郡
中
之
衰
微
与
罷
成
候
御
儀

二
御
座

候
'
依
之
諸
役
廉

一
役
切

二
存
念

一
盃

二
取
扱
被
仰
付
度
御
儀
与
奉
存
侯
'
尤

一
役
切

二
取
扱
被
仰
付
候
得
老
其
任
を
蒙
り
候
老
器
量
無
御
座
候
而
老
相
勤
兼

可
申
侯

二
付
'
諸
士
之
器
量
を
御
撰
之
上

一
廉
切
之
任
職

二
被
仰
付
度
御
幸

二

奉
存
侯
'

つ
ま
り
'
現
場
の
状
況
に
対
応
で
き
ず
'
ま
た
才
量
を
発
揮
で
き
な
い
指
揮
系
統
を
'

一
役
切
に
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
是
正
す
べ
き
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
た

め
に
は
人
材
の
選
択
が
肝
要
で
あ
り
'
そ
れ
に
よ
っ
て
お
の
ず
と

｢
器
量
を
研
｣
-

こ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
と
す
る
論
理
で
あ
る
｡
そ
こ
で
重
要
と
さ
れ
る
役
職
で
あ
る

が
'
土
着
の
側
面
か
ら
'
勘
定

･
郡

･
町
奉
行
'
代
官
が
あ
げ
ら
れ
'
町
人

へ
の
役

金
の
側
面

(
=
｢滴
々
繁
昌
｣
の
側
面
)
か
ら
滴
々
の
町
奉
行

･
湊
目
付
が
重
視
さ

れ
て
い
る
｡
特
に
代
官
は

｢重
役

二
被
仰
付
'
郡
奉
行
之
支
配
を
離
相
役
同
前
｣
の
扱

い
と
し
て
人
数
も
減
ら
し
'
そ
の
下
に

｢唯
今
追
之
代
官
位
之
格
を
以
て
一
組
四
人
斗
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ツ
ゝ

｣
設
定
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
土
着
藩
士
が
在
方
に
お
い
て
ほ
代

官
の
統
制
に
入
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
'
土
着
に
ょ
る
藩
政
機
構
改

変
の
必
要
性
を
意
図
し
て
い
る
｡
こ
の

｢
一
組
四
人
｣
が
ど
の
よ
う
な
者
を
想
定
し

て
い
る
の
か
ほ
わ
か
ら
な
い
が
'
大
庄
屋
的
存
在
を
持

っ
て
き
て
も
歴
史
的
経
過
か

ら
す
れ
ば
お
か
し
-
な
い
｡
天
明
七
～
八
年
に
か
け
て
の
代
官
制
の
改
変
'
大
庄
屋

qりり一

設
定
へ
の
影
響
を
こ
の
意
見
書
に
見
る
こ
と
も
可
能
な
わ
け
で
あ
る
｡

さ
て
'
以
上
の
内
容
か
ら
土
着
の
藩
政
に
お
け
る
位
置
を
見
る
時
'
こ
れ
ら
五
点

が
い
ず
れ
も
こ
の
期
の
状
況
を
反
映
し
た
不
可
分
の
政
策
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
'
宜
応
は
土
着
策
が
藩
の
抱
え
た
諸
課
題
解
決
の
た
め
の
最
も
効
果
的

な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

<LU､リー

三

｢
堂
｣
-
赤
石
安
右
衛
門

･
菊
池
寛
司

‖

本
書
の
位
置
付
け

本
書
は
'
御
目
見
以
上
支
配
菊
池
寛
司
'
作
事
奉
行
赤
石
安
右
衛
門
の
両
人
か
ら
'

用
人
牧
野
左
次
郎
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
で
あ
る
｡
現
存
す
る
も
の
は
す
べ
て
写
で

あ
り
'
提
出
時
も

｢
八
月
｣
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
'
背
景
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
｡

近
年
御
勝
手
御
難
渋
与
中
内
'
卯
年
以
後
別
而
御
難
渋
之
処
'
昨
今
年

二
至
り

上
下

一
統
極
難
之
鉢

二
相
成
'
如
此

二
而
今
弐
三
年
茂
差
置
候

ハ
ゝ
決
而
乱
邦

二
及
可
申
'
其
節

二
至
候
而

ハ
如
何
様

二
被
思
召
候
而
も
御
取
返
し
被
遊
間
敷

候
'
-
-
誠

二
御
家
中
杯
老
極
々
之
凶
年
之
姿

:
御
座
候
'
世
上

ハ
凶
歳

二
茂

無
御
座
候
而
'
御
家
中

二
斗
磯
寒
之
色
実

二
御
座
候
､

右
の
史
料
の
示
す
所
は
'
卯
年
以
来
の
困
窮
が
今
だ
に
尾
を
引
い
て
い
る
上
に
'
そ

の
困
窮
が
家
中
に
ば
か
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
｡
こ
の
意
味
で
紘

前
述
の

｢秘
書
｣
と
の
比
較
に
お
い
て
農
村
の
捉
え
方
が
多
少
異
な

っ
て
い
る
｡
つ

ま
り
農
村
と
の
対
比
に
お
い
て
藩
士
困
窮
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
こ
の
意
見
書
が
何
故
藩
主
に
直
接
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
か
で
あ
る
が
'

こ
れ
は
'
菊
池

･
赤
石
と
牧
野
と
の
関
係
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
｡

牧
野
左
次
郎
恒
貞
'
若
き
よ
り
赤
石
安
右
衛
門
'
菊
池
寛
司
と
心
友
な
り
し
か
'

飾

曽
て
三
角
の
灯
鉢
を
括
寒
夜
三
人
打
寄
毎
に
深
更
ま
て
時
事
を
語
り
合
L
と
ぞ
'

右
の
史
料
が
そ
の
関
係
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
'
本
書
中
で

も
牧
野
は

｢尊
兄
｣
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
'

｢
心
友
｣
の
間
柄
で
あ

っ
た
｡
つ
ま

り
'
用
人
職
に
あ
る
牧
野
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
主
へ
の
影
響
力
を
期
待
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
｡

そ
こ
で
本
書
の
提
出
年
次
の
確
定
で
あ
る
が
'
寛
政
二
年
五
月
二
〇
日
信
明
帰
国
'

同
年
六
月
三
日
牧
野
を
用
人
に
登
用
'
翌
三
年
正
月
二
八
日
赤
石
を
郡
奉
行

(勘
定

奉
行
兼
帯
)
'
菊
池
を
勘
定
奉
行

(郡
奉
行
兼
帯
)
に
登
用
'
そ
し
て
信
明
が
こ
の

意
見
書
の
内
容
を
牧
野
か
ら
伝
え
ら
れ
た
時
に
'
土
着
に
つ
い
て
は
'

｢
予
が
明
午

下
向
せ
ん
迄
能
々
考

へ
て
申
出
る
｣
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
'
寛
政
二
午

.fJ=5.

八
月
'
牧
野
へ
提
出
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
か
｡

藩
政
と
の
関
連
で
問
題
と
な
る
の
ほ
'
寛
政
二
年

一
〇
月
の
土
着
令

へ
の
影
響
で

あ
る
｡
天
明
四
年
令
'
寛
政
二
年
令
'
同
四
年
令
と
を
比
較
す
る
時
'
二
年
令
は
天

明
四
年
令
と
本
質
的
に
近
い
も
の
で
あ
り
'
菊
池
'
赤
石
の
手
に
ょ
っ
て
断
行
さ
れ

珊

た
寛
政
四
年
令
と
は
内
容
的
に
か
な
り
の
段
階
差
が
見
ら
れ
動
｡

こ
の
意
味
で
は
香
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接
的
影
響
力
を
持

っ
た
と
は
言
い
難
い
｡
し
か
し
､

｢寛
政
の
御
改
革

ハ
御
仕
向
と

唱
へ
'
此
主
任
た
る
ハ
専
ら
牧
野
左
次
郎
'
赤
石
安
右
衛
門
'
菊
池
寛
司
'
御
家
老

榊

に
て
専
ら
主
張
せ
し
ハ
大
道
寺
準
人
也
｣
と
あ
り
'
ま
た

一
〇
月
段
階
で
は
牧
野
'

大
道
寺
が
そ
の
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
'
お
よ
び
赤
石
'
菊
池
が
意
見
書
を
ま
と
め

醐

る
段
階
で
こ
の

｢
四
人
し
て
相
談
｣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
'
両
人
の
意
見
が
牧
野

･

大
道
寺
に
一
〇
月
令
時
に
は
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
｡

従

っ
て
こ
こ
で
は
'
寛
政
二
年

一
〇
月
令
を
同
四
年
令
の
布
告
と
し
て
捉
え
た
上

で
'
天
明
四
年
令
を
再
確
認
し
た
も
の
と
し
て
位
置
付
け
た
い
｡
そ
し
て
寛
政
三
午

一
月
の
赤
石
'
菊
池
の
登
用
を
ま
っ
て
同
四
年
令
布
達
に
本
格
的
に
取
り
か
か
っ
た

と
し
た
い
｡
従

っ
て
天
明
四
年
か
ら
寛
政
二
年
ま
で
の
六
年
間
に
お
い
て
ほ
'
土
着

策
が
藩
の
主
要
な
政
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
｡

以
上
よ
り
本
書
の
藩
政
上
の
位
置
は
'
所
謂
寛
政
改
革
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
主

要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
い
え
る
｡
寛
政

一
〇
年
五
月
二
七
日
土
着
廃
止
令
が
出
さ
れ
t

lリ一↓･J

｢御
仕
向
破
却
｣
の
前
後
相
つ
い
で
牧
野
'
菊
池
'
赤
石
が
御
役
御
免
を
命
ぜ
ら
れ

た
の
は
こ
れ
を
端
的
に
物
語

っ
て
い
る
｡

口

藩
士
土
着
の
必
要
性

本
書
は
'
前
述
し
た
史
料
で
見
た
よ
う
に
'
近
年
の
状
況
を
二
'
三
年
も
差
置
け

ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
-
な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
'

｢
国
家
御
永
久
之
御
手
段
｣

を
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
場
合
'

｢
人
を

計
て
出
を
制
す
る
事
｣
を
基
調
と
し
て

｢大
省
之
法
｣
を
立
て
る
べ
き
と
し
て
い
る
｡

そ
し
て
こ
の

｢
大
省
之
法
｣
を
成
就
す
る
た
め
に
は
'
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

三
つ
の
弊
害
=
｢道
布
叶
不
申
｣
事
が
あ
る
と
し
て
い
る
｡
①
定
免
制
'
④
両
都
銀

主
へ
の
藩
財
政
の
依
存
'
③
藩
士
の
著
惨
的
生
活
の
三
弊
害
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
れ

を
除
-
た
め
に
土
着
が
必
要
だ
と
い
う
論
理
展
開
を
示
す
｡
こ
れ
ら
の
弊
害
は
当
時

の
状
況
認
識
か
ら
-
る
も
の
で
あ
る
が
'
ま
ず
こ
の
点
を
検
討
し
土
着
が
必
要
と
さ

れ
る
必
然
性
=
土
着
の
有
効
性
へ
と
入
っ
て
い
き
た
い
｡

二
二
･
)

①
は
'

｢貞
享
年
中
御
郡
内
御
新
検
御
改
被
仰
付
'
右

有

面

御

取
立
御
改
丹
て
定

免
之
御
取
ケ
ホ
被
仰
付
｣
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
す
る
｡
こ
れ
は
次
の
三
点
に
お
い
て

弊
害
と
さ
れ
る
｡

研
'
定
免
に
よ
っ
て

｢
百
姓
江
過
分
之
有
余
を
御
付
被
遊
侠
て
作
徳
之
分

ハ
悉
被
下

置
｣
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
し
て
'
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た

｢
富

ハ
著
之
生
る
処

二
而

自
然
与
奪
之
風
俗
ホ
至
｣
る
こ
と
に
な
り
'

｢
終
年
不
足

二
相
成
'
百
姓
持
抱
年
賦

質
入
杯
与
申
義
相
初
里
'
又
ハ
立
増
米
与
中
を
銀
主
江
相
渡
申
侯

二
付
'
誠

二
重
午

貢
之
様
布
相
成
'
百
姓
益
困
窮
｣
し
て
い
-
｡
つ
ま
り

｢
国
家
之
板
｣
で
あ
る
百
姓

の
困
窮
を
導
-
と
い
う
点
に
お
け
る
弊
害
｡

伸
'
定
免
が

｢御
仁
政
｣
で
は
あ

っ
て
も
'
百
姓
は
年
数
を
経
る
に
し
た
が
い
'
そ

の
仁
政
を
忘
れ

｢
不
作
を
申
立
'
御
検
兄
を
受
侯
様
耳
相
成
｣
る
｡
役
人
も
ま
た
後

役
に
な
り
次
第

｢最
初
之
御
詰
要
不
存
故
'
申
出
次
第
検
見
被
仰
付
侯
様
な
相
成
｣

り
'
引
い
て
は

｢少
し
之
不
作
茂
広
大
ホ
申
唱
侯
て
色
々
手
段
を
以
て
上
を
欺
き
侯

様

二
相
成
｣
る
｡
つ
ま
り
'
百
姓
不
正
に
よ
る
検
見
引
を
導
-
と
い
う
点
に
お
け
る

弊
害
｡
現
在
は
最
も
こ
れ
が
甚
し
い
と
し
て
い
る
｡

佃
'
定
免
制
採
用
以
来

｢
既

二
百
年
｣
に
な

っ
て
い
る
こ
と
｡
つ
ま
り
'

｢
地
面
与

中
老

ハ
妾
耳
減
し
て
彼
ホ
生
し
申
物
｣
で
あ
り
'
従

っ
て
田
位
の

｢
上
中
下
共

二
様
々

変
化
｣
し
て
い
る
｡
と
こ
ろ
が

｢
上
田
之
下
田
ホ
相
成
候
分

ハ
位
下

こ
な
り
其
度
々

申
立
'
無
止
事
吟
味
被
仰
付
侯
へ
ハ
相
違
も
無
御
座
候

二
付
申
立
之
通
り
被
仰
付
侯
'
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然
処
下
田
之
上
田
耳
相
成
候
分

ハ
位
上
申
立
与
申
義
無
御
座
候
｣
と
い
う
不
合
理
な

結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
｡
従

っ
て
収
納
高
が
減
少
し
て
い
-
と
い
う
点
に
お

け
る
弊
害
｡
天
明
三
年
以
前
の
段
階
で
既
に

｢
全
体
五
万
石
位
之
御
減
石
｣
に
な

っ

て
い
る
と
し
て
い
る
｡

以
上
が
定
免
制
採
用
の
弊
害
で
あ
る
と
し
､
結
局
の
所
検
見
取
に
復
せ
よ
と
し
て

い
る
｡
こ
れ
を
天
明
三
年
以
来
の
領
内
状
況
と
の
関
連
で
考
え
る
時
に
は
次
の
よ
う

に
な
る
｡

(天
明
七
年
)

今

年

豊

作

二
相
納
り
米
壱
俵
廿
三
四
匁

二
而
殊
ノ
外
世
上
賑
々
敷
､
諸
色
高
直

:
侯
得
共
諸
民
村
々
外
花
見
を
好
み
諸
品
相
調
侯
問
､
商
之
有
之
事
移
敷
町
々

も
繁
昌
相
成
申
侯
､
諸
職
人
並
日
雇
取
も
弥
払
底

二
而
､
猶
在
方
仮
子
之
儀

ハ

上

二
付
三
百
日
余
夫
よ
り
弐
百
四
五
拾
目
､
以
下
小
者
等
迄
弐
百
目
内
外
御
座

候
､
誠

二
加
様
之
賑
々
敷
事

ハ
前
代
よ
り
多
-
有
間
数
侯
と
思
ひ
候
な
り
､
只
々

↓,.I1,.I

御
家
中
方
而
己
御
難
儀
被
成
侯
而
何
共
気
毒

二
思
申
幸

二
御
座
候
､

つ
ま
り
､
天
明
六
､
七
年
の
豊
作
に
よ
っ
て

｢
世
上
賑
々
敷
｣
と

｢
御
家
中
方
而
己

御
難
儀
｣
と
い
う
対
照
的
状
況
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
､
廃
田
に
ょ
る
仕
付
高
の

不
足
や
､
人
馬
死
亡
に
ょ
る
耕
作
力
の
減
退
が
も
た
ら
し
た
も
の
が
､
藩
財
政
の
罪

乏
で
は
あ

っ
て
も
､
百
姓

･
町
人
の
困
窮
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
港

1,.I

財
政
の
窮
乏
に
よ
っ
て
扶
持
米
が
天
明
六
年
に
は
百
石
に
付
四
五
俵
渡
し
に
な
忍

1

万
で
､
年
貢
諸
役
免
除
の
農
民
優
遇
策
や
土
地
の
混
雑
に
乗
じ
た
隠
田
畑
等
も
手
伝

っ

て
､
農
民
は
着
々
と
そ
の
再
生
産
を
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
従

っ
て
検
見
制
を

こ
の
段
階
で
出
し
た
こ
と
の
意
味
は
､
土
地
把
握
に
ょ
る
年
貢
収
奪
の
強
化
を
意
咲

し
て
い
る
｡
寛
政
二
年

一
〇
月
､
土
着
令
と
同
時
に
､

｢
凶
年
之
備
籾
｣
を
名
目
と

ATfI.;

し
て

｢
百
姓
高
十
石

二
付
米
三
斗
分
､
此
籾
五
斗
ツ
ツ
組
切
相
貯
置
｣
げ
と
い
う
､

｢
十
石
三
斗
米
｣
の
復
活
を
実
質
的
に
意
味
す
る
口
達
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
､
年
戻

収
奪
強
化
へ
の
志
向
性
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
意
味
で
は
､

従
来
寛
政
改
革
の

一
眼
目
と
さ
れ
て
き
た
備
荒
貯
蓄
を
､
収
奪
再
強
化
に
置
き
か
え

て
も
い
い
と
考
え
る
｡
備
荒
貯
蓄
は
裏
を
返
せ
ば
､

｢卯
辰
両
年
の
凶
荒
に
人
民
多

-
亡
失
せ
る
事
を
公
深
-
憂
ひ
さ
せ
給
ひ
､
嘗
て
義
倉
の
事
を
思
召
せ
ど
も
､
大
軌

の
後
末
だ
万
民
力
の
足
ら
ざ
る
､
此
事
を
行
ひ
な
バ
民
の
堪
ぬ
事
も
有
ぬ
べ
し
､
今

.i1,.I

両
三
年
を
経
て
年
穀
豊
に
な
り
な
バ
厳
に
此
法
を
行
ふ
べ
し
]
と
い
う
藩
主
の
言
葉

に
あ
る
様
な
農
民
生
産
力
の
拡
大
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
従

っ

て
こ
の
点
に
お
い
て
､
宜
応
が
三
民
の
困
窮
打
開
を
土
着
の

｢
徳
｣
と
し
て
打
ち
出

し
た
の
と
は
お
の
ず
か
ら
土
着
の
持
つ
意
味
が
異
な

っ
て
い
る
｡
菊
池

･
赤
石
が
牧

野

･
大
道
寺
と

｢
四
人
し
て
相
談
｣
し
た
時
に
､
菊
池
が

｢先
､
急
速
に
は
在
方
有

徳
な
る
老

ハ
廃
田
開
発
す
べ
し
､
作
取
に
申
付
る
と
触
置
随
分
開
発
致
さ
せ
､
其
上

れりrLJ

御
家
中
諸
士
も
開
発
さ
す
べ
し
｣
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
の
ほ
､
土
着
が
単
に
廃
田
開

発
の
補
充
源
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

②
は
､
両
都
銀
主
か
ら
の
借
財
に
よ
っ
て
当
座
を
凌
い
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
｡

こ
の
借
財
が
何
故

｢
国
家
御
永
久
之
御
手
段
｣
を
立
て
る
の
に
支
障
と
な
る
の
か
は

次
の
説
明
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡

御
貸
入
高
多
御
座
候

二
付
其
方
江
御
返
済
又
御
貸
入
被
遊
侯
事
故
､
利
足

二
刺

足

ハ
附
候
而
全
体
幾
度
も
/
＼
同
し
道
を
行
う
こ
と
-
､
全
-
本
道
江
戻
申
候

義
無
御
座
候
様
奉
存
候
､
誠
耳
御
収
蔵

二
利
足
を
付
差
遣
ま
た
夫
を
利
足
を
付

借
用
い
た
し
道
理

二
而
御
座
候
､

つ
ま
り
こ
の
結
果
､

｢全
体
御
収
蔵
利
足
斗

二
相
成
｣
り
､
藩
財
政
そ
の
も
の
の
計

画
性
を
欠
き
､
財
政
基
盤
を
破
却
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
そ
こ
で
菊
池

･
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赤
石
は
'

｢
大
省
之
法
｣
の
前
提
と
し
て

｢
相
当
之
法
｣

(
左
表
)
を
立
て
'
そ
の

遂
行
の
た
め
に

｢御
借
金
之
分
多
少
共
拾
ヶ
年
之
休
年
｣
を
銀
主
へ
申
渡
し
'

｢
往
々

御
有
余
之
内
を
以
て
段
々
御
返
済
被
仰
付
｣
る
べ
き
と
し
て
い
る
｡
そ
し
て
も
し

｢公
事
訴
訟
｣
に
な
っ
て
も
'

｢御
家
中
土
着
仕
候
問
右
之
内
御
休
年
被
仰
付
候
趣
｣

で
あ
る
の
だ
か
ら

｢
天
下
江
押
出
候
而
茂

l
点
之
御
畷
埋
無
御
座
候
｣
と
し
て
い
る
｡

殊
更
こ
こ
で

｢
天
下
｣
を
持
ち
出
し
た
の
は
'
領
主
的
危
機
段
階
の
深
刻
化
が
土
着

と
い
う
形
態
を
と
ら
せ
う
る
と
い
う
論
理
的
背
景
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
'
借
金
休
年
案
は
そ
れ
自
体
と
し
て
完
結
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
'
む
し
ろ
土
着

展
開
の
布
石
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
意
見
は
実
際
に
現
実
化

L
t

｢寛
政
三
年
二
月
の
初
よ
り
新
令
を
発
L
t
両
都

へ
も
其
預
け
ら
れ
る
役
々
を

派

登
せ
ら
れ
'
御
借
財
を
先
三
ヶ
年
の
間
休
年
に
す
べ
き
巳｡v
J
を
こ
と
わ

っ
て
い
る
｡

｢ 相 当 之 法 ｣

惣高 117,000石余 ｢無検見之積｣

内扶持高 35,140石余 惣人数 2,945人位

内検見引四歩

残収蔵高 48,000石余

内 江戸話合扶持高 10,000石位

残 ｢正之御当用万｣38,000石 18,000両位に相当

③
ほ
'
諸
士
が
素
朴
を
忘
れ
'

｢
万
事
繁
多

二
相
成
'
其
当
る
所
多
く
て
無
用
之

費
多
｣
-
な
り
'
そ
れ
に
つ
れ
て
役
職
に
専
念
す
る
こ
と
も
な
-
因
循
姑
息
に
な

っ

て
い
る
点
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
諸
士
の
風
俗
の
影
響
に
よ
っ
て

｢
四
民
之

人
情

l
統
頼
敗

二
及
候
而
'
好
智
好
曲
利
欲
を
以
て
窓

二
仕
候
風
俗
｣
に
な
り
'
巣

は

｢賄
賂
之
路
井
依
情
晶
負
'
蔑
訣
｣
の
は
び
こ
る
世
上
と
な
り

｢
国
家
永
久
之
御

手
段
｣
を
立
て
ら
れ
な
-
な
る
も
の
だ
と
展
開
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
領
主
階
級

の
階
級
的
結
束
が
崩
れ
る
と
同
時
に
'
そ
れ
が
三
民
に
も
お
よ
び
国
家
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
欠
-
と
い
う
点
を
言

っ
た
も
の
で
あ
る
｡

さ
て
'
以
上
三
点
が
'
国
家
再
建
'
国
家
永
久
の
た
め
の
蛭
桔
と
な

っ
て
い
る
と

す
る
わ
け
だ
が
'
こ
れ
が
除
か
れ
な
い
場
合
に
は
'

｢
万
々
一
変
之
至
や
不
可
知
凶

歳
兵
乱
｣
な
ど
に
出
会

っ
た
時
に
何
ら
対
応
が
で
き
な
い
状
況
に
陥
る
と
L
t
寛
政

元
年
の
松
前
騒
擾
を
取
り
上
げ
て
そ
の
危
機
意
識
を
煽

っ
て
い
る
｡
そ
こ
で

｢
九
年

之
貯
な
き
を
国
危
L
と
い
ふ
'
三
年
之
貯
な
き

ハ
国
非
二
其
国
.
｣
と
い
う
古
語
を

根
拠
と
し
て

｢御
永
久
御
立
直

ニ
ハ
-
-
･大
省
之
法

二
無
御
座
候
而

ハ
全
被
行
不
申

候
｣
と
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
し
て
こ
れ
が

｢
相
当
之
法
｣
を
基
本
と
し
て

｢
人
を
計
て
出
を
制
す
る
事
｣
を
完
成
す
る
と
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
収
奪
強
化
可

能
な
農
村
状
況
と

｢
素
産
遊
食
｣
化
し
た
藩
士
を
ど
の
よ
う
に
処
置
す
る
か
と
い
う

課
題

へ
の
対
応
が
'
こ
の

｢
大
省
之
法
｣
で
あ
り

｢
相
当
之
法
｣
で
あ

っ
た
わ
け
で

あ
る
｡
こ
れ
に
よ
っ
て

｢
l
年
切
ホ
漸
々
ホ
御
凌
相
立
｣
て
て
き
た
世
帯
を
永
久
の

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
｡

そ
こ
で
こ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
で
あ
る
が
'
こ
こ
に

｢
人
無
二
常
之

産
.
則
無
常
之
心
.
'
放
僻
邪
俊
之
意
所
レ
発
也
｣
と
い
う
古
語
を
ひ
い
て
'

｢
大

省
之
法
御
行
被
遊
候

:
老
士
土
着
被
仰
付
｣
れ
る
以
外
は
な
い
と
展
開
し
て
い
る
｡
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従

っ
て
こ
の
意
味
で
は
国
家
再
建
の
道
を
藩
士
の

｢
常
之
心
｣
回
復
に
求
め
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
｡
こ
こ
に
論
理
の
飛
躍
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
､

一
方

で
は
､
こ
の
意
見
書
に
お
い
て
は
､
弊
害
の
③
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

な
る
｡
つ
ま
り
､
藩
士
自
身
の
再
生
産
が
可
能
な
所
に
国
家
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を

兄
い
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
後
､
牧
野
左
次
郎
を
中
心
と
し
て
藩
校
設
立

が
具
体
的
日
程
に
の
は
る
の
だ
が
､
こ
の
意
味
で
は
､
土
着
に
よ
る
藩
士
の

｢
常
之

心
｣
の
回
復
は
藩
校
設
立
の
意
図
と
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
い
と
言
え
る
｡
宜
応

の
段
階
に
比
較
す
る
と
､
土
着
の
必
要
性
は
藩
士
財
政
の
再
生
産
を
最
も
強
調
す
る

段
階
へ
と
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
.

そ
し
て
こ
の
背
景
が
天
明
六
､
七
年
以
降
の

｢
世
上
賑
々
敷
｣
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
｡

日

藩
士
土
着
の
内
容

菊
池

･
赤
石
の
土
着
に
関
す
る
記
載
は
'
土
着
の

｢
益
分
｣
､
土
着
の
方
法

･
手

順
､
関
連
事
項
の
三
点
に
大
別
さ
れ
る
｡

土
着
の

｢
益
分
｣
に
つ
い
て
は
､
藩
政
全
般
に
か
か
わ
る
も
の
が
十

一
ヶ
条
､
藩

士
個
人
の

｢
益
分
｣
が
五
ヶ
条
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
こ
に

｢
銘
々
之
益
分
｣
と
し

て
特
に
別
記
さ
れ
た
の
は
､
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
そ
の
内
容
で
あ
る
が
､
藩
政
に
か
か
わ
る
も
の
は
宜
応
の
意
見
書
と
大
差
は
な

い
｡
荒
田
開
発

･
帰
農
等
に
よ
る
藩
庫
増
収
､
軍
役
確
保
､
諸
色
下
直
､
著
惨
矯
正
'

治
安
警
察
等
で
あ
る
｡
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
､
在
方
役
人

･
庄
屋

･
五
人
組
等
の

関
係
に
お
い
て
､
彼
ら
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
､

｢
好
悪

･
依
惰
晶
展
｣
を

や
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
点
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
土
着
に
よ
る
農
村

へ
の

吸
着
の
強
化
を
意
味
し
､
収
奪
強
化
と
と
も
に
農
政
機
構
の
弛
緩
を
是
正
す
る
意
図

を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
し
て
こ
の
点
は

｢
銘
々
之
益
分
｣
に
お
い
て
'

百
姓
と
の
関
係
で
よ
り
展
開
し
て
い
る
｡

百
姓
正
直

二
手
取
任
侠

二
付
万
事
自
由
､
殊

二
朝
夕
手
前
田
地
共
手
入
費
追
見

分
い
た
し
置
侯

二
付
､
百
姓
検
見
杯
之
節
好
計
相
止
彼
是
と
弁
理
宜
､

右
の
示
す
所
は
､
百
姓
不
正
を
根
拠
と
し
た
収
奪
強
化
で
あ
る
｡
藩
士
を
村
毎
に
敬

名
ず
つ
割
り
付
け
る
形
態
を
と
ら
ず
に
､
知
行
所
在
宅
の
形
態
を
と
っ
た
理
由
も
こ

こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
つ
ま
り
､
菊
池

･
赤
石
段
階
の
土
着
の

｢
益
分
｣
と
は
'

給
人
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
確
立
と
､
年
貢
諸
役
の
収
奪
強
化

(
=

｢
万
事
自
由
｣
)
に

ょ
っ
て
'

｢
人
を
計
て
出
を
制
す
る
｣
理
が
実
現
し
う
る
と
い
う
点
に
あ

っ
た
わ
け

で
あ
る
｡
右
の
意
味
に
お
い
て
土
着
は
極
め
て
強
固
な
農
村
支
配
を
目
指
し
た
も
の
t

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

次
に
土
着
の
方
法

･
手
順
で
あ
る
が
､

｢御
仕
向
大
都
目
録
｣
と
し
て
次
の
六
ヶ

条
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡

一
､
弐
百
五
十
石
以
下
御
目
見
以
上
土
着
可
被
仰
付
侯
事
t

l
､
村
割
被
仰
付
其
村
百
姓
耳
直

二
取
ケ
い
た
し
候
様
可
被
仰
付
侯
事
'

一
､
居
村
之
分
老
当
分
百
姓
宅
之
内
貸
候
而
住
居
可
被
仰
付
侯
事
'

一
､
御
家
中
引
移
方
三
ケ
月
位

二
不
残
引
移
可
申
侯
事
､

一
､
引
移
之
節
百
石
二
付
人
足
五
人
馬
≡
疋
位
ツ
ゝ
割
付
可
被
仰
付
侯
事
'

一
､
御
手
当
百
石
二
付
壱
貫
目
位
被
下
置
侯
事
､

右
の
六
ヶ
条
は
､
寛
政
四
年
令
に
お
い
て
多
少
形
を
変
え
つ
つ
も
基
本
的
に
は
同
様

‖ヽ｢II.I)

の
趣
旨
で
布
達
さ
れ
て
い
か
｡
こ
れ
に
ょ
れ
ば
､
そ
の
規
模
は

｢
大
都
千
弐
百
人
位
｣

で
あ
り
､

｢村
数

ハ
百
ケ
村
余

:
付
､
大
郷
者
三
四
人
位
､
中
郷

ハ
壱
弐
人
位
｣
に

な
る
と
し
て
い
る
｡
従

っ
て
数
人
の
給
人
に
よ
る
直
収
納
が

一
村
に
お
い
て
展
開
す
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る
こ
と
に
な
る
が
'
こ
の
給
人
の
年
貢
徴
収
権
強
大
化
方
向
に
つ
い
て
は
'

｢
百
石

二
付
百
姓
弐
人
位
被
仰
付
可
然
侯
'
尤
半
知
之
積
｣
と
し
て
給
地
百
姓
の
内
容
を
規

制
し
'
し
か
も
各
人
の
手
作
り
を
見
込
ん
で

｢
半
知
｣
に
す
べ
き
と
し
て
い
る
｡
こ

の

｢半
知
｣
は
'
後
に
廃
田
開
発
地
を
各
自
の
給
地
高
に
加
え
る
事
を
前
提
に
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
'
所
謂
借
上
と
違
い
減
禄
を
意
味
す
る
所
か
ら
問
題
を

含
む
こ
と
に
な
る
｡
結
局
寛
政
四
年
令
で
は
取
箇
を
六
ツ
物
成
か
ら
四
ツ
物
成
に
す

る
こ
と
で
落
ち
着
い
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
こ
の
六
ヶ
条
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
､
第

一
条
目
で
あ
ろ
う
｡
土
着
対

象
者
を
明
確
に
限
定
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
し
か
も
こ
れ
と
同
時
に
月
見
以
下
の
約

一

六
九
五
人
位
を

｢無
止
事
著
者
差
除
き
残
り

ハ
悉
皆
半
知
被
下
置
無
動

二
被
仰
付
'

在
方
江
引
取
荒
田
聞
方
勿
論
之
義
'
村
所

二
手
引
近
付
も
無
之
分
老
御
家
中
土
着
之

人
数
之
家
来
又
ハ
在
方
仮
子
若
勢

二
相
成
'
農
業
江
粉
骨
を
尽
｣
さ
せ
よ
と
し
て
い

る
｡
勿
論
こ
れ
も
ま
た
'

｢荒
田
開
発
い
た
し
侯
心
懸
之
老

ハ
段
々
開
発
之
内
御
袷

分
程
其
村
所

二
而
百
姓.
付
被
仰
付
侯
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に

よ
っ
て
い
る
｡

二
二
,
.｣

当
時
甚
以
人
不
足

二
而
田
畑
手
入
惰
力

届
兼
侯

二
付
'
上
如
何
様
共
御
省
略
被

仰
付
'
全
体
国
之
根
を
強
す
る
之
術
を
御
取
建
被
仰
付
度
侯
'
御
月
見
以
下
小

給
之
老

ハ
娼
鍬
を
常

二
馴
居
中
侯

二
付
格
別
可
然
奉
存
候
'

つ
ま
り
'
目
見
以
下
を

｢
片
付
｣
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

｢
大
省
之
法
｣
'

｢相
当

之
法
｣
の
一
端
を
担
わ
せ
'
同
時
に
彼
ら
を
開
発
主
体
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
従

っ

て
二
五
〇
石
以
上
'
二
五
〇
石
以
下
目
見
以
上
'
月
見
以
下
と
い
う
位
階
制
を
土
着

に
よ
っ
て
形
成
L
t
こ
れ
を
専
ら
目
見
以
下
の
労
働
力
に
ょ
っ
て
支
え
よ
う
と
し
た

こ
と
に
な
る
｡
上
級
家
臣
の
下
級
家
臣
へ
の
負
担
転
塚
と
換
言
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
｡

nU-･†

な
お
'
こ
れ
ら
階
層
の
設
定
の
背
景
に
'
貞
享
以
前
の
小
知
行
派
が
念
頭
に
あ

っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
-
な
い
｡

次
に
土
着
制
施
行
に
当
た
っ
て
の
関
連
事
項
で
あ
る
が
'
土
着
に
必
要
な
新
た
な

役
方
の
設
定
と
'
土
着
に
ょ
っ
て
不
必
要
と
な

っ
た
役
方
'
お
よ
び
職
務
内
容
が
軽

減
さ
れ
た
役
方
等
の
整
理

(=
｢省
略
｣
)
'
統
合
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

一
々
取
り

上
げ
る
程
で
は
な
い
が
'
前
者
に
つ
い
て
は
土
着
策
展
開
に
お
い
て
し
ば
し
ば
令
逮

さ
れ
る
諸
項
目
を
含
ん
で
い
る
た
め
に
簡
単
に
内
容
を
整
理
し
て
お
-
｡
研
知
行
割

･

百
姓
割

･
人
足
馬
割
と
城
下
か
ら
知
行
地
ま
で
の
遠
近
の
関
係
'
抑
弘
前
城
下
割
'

㈲
役
屋
敷

･
在
府
長
屋

-
勤
番
t
の
三
点
で
あ
る
｡
特
に
佃
は
'
領
主
階
級
内
部
で

家
臣
が
そ
の
存
在
意
義
の
一
つ
と
す
る
勤
番
が
'
土
着
に
よ
っ
て
不
必
要
と
な
る
可

能
性
を
個
々
の
藩
士
に
意
識
さ
せ
る
た
め
に
'
特
に
注
意
を
要
す
る
問
題
で
あ
っ
た
｡

後
者
で
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
'
土
着
か
ら
極
め
て
必
然
的
に
導
か
れ
る
問
題
で

あ
る
が
'

｢勘
定
所
郡
所
町
奉
行
所

一
所

二
可
致
事
｣
と
い
う
点
で
あ
る
｡
特
に
勘

定
所
と
郡
所
の
一
体
化
は
'
藩
士
再
生
産
が
知
行
所
在
宅
に
よ
る
地
方
知
行

=
年
貢

直
収
納
形
態
を
と
る
た
め
に
'
地
方
割
'
お
よ
び
農
民
支
配
が
非
常
に
密
接
な
も
の

と
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
菊
池

･
赤
石
が
と
も
に
両
奉
行
を
兼
常
し
た
の
ほ
右
の
点
に

ょ
る
も
の
で
あ
り
'
従

っ
て
ま
た
土
着
は
勘
定

･
郡
所
機
構
に
最
も
か
か
わ
る
問
題

.1■｢

で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
｡

碑

四

｢管
見
策
｣
-

手
塚
玄
通
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本
書
成
立
年
に
つ
い
て
は
'
そ
の
末
尾
に

｢
千
時
寛
政
年
中
｣
と
あ
る
だ
け
で
わ

か
ら

な

い
が
'

｢先
年
初
而
御
入
部
之
御
勘
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
九
代
寧
親
の
初



入
部

(寛
政
四
年
五
月

一
七
日
)
後
の
意
見
書
と
考
え
ら
れ
る
｡
先
に
述
べ
た
二
冊

の
意
見
書
の
よ
う
に
'
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
藩
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
か
'
お
よ
び
辛

塚
玄
通

(内
容
か
ら
儒
学
の
素
養
を
も

っ
た
医
者
と
考
え
る
)
な
る
者
の
存
在
が
藩

内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
知
る
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
に
'

こ
こ
で
は
簡
単
に
そ
の
内
容
に
触
れ
て
お
-
に
留
め
た
い
｡
し
か
し
以
下
見
る
よ
う

に
藩
士
土
着
に
関
す
る
内
容
は
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
'
藩
政
の
方
向
付
け

は
前
二
者
と
大
き
-
異
な
る
も
の
で
は
な
-
'
こ
の
時
期
'
問
題
と
さ
れ
課
題
と
さ

れ
た
諸
点
を
明
確
に
兄
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
と
り
あ
げ
る
｡

本
書
の
基
調
は

｢
厳
重
果
敢
を
禁
し
て
国
利
を
民
と
共
ホ
致
｣
す
と
い
う
点
に
め

yHU九l｢

り
'

一
八
項
針
に
わ
た

っ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
関
連
さ
せ
な
が
ら
総
合
的
に
論
述
し
て
い

る
｡
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
は
あ
る
が
'
①
風
俗
矯
正
'
②
本
業
遊
離
傾
向
の
是
正
'

④
両
都
銀
主
と
の
関
係
遮
断
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

①
で
は
'
士
農
工
商
の
区
別
が
最
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
｡
特
に
武
士
階
級
の
窮

乏
化
'
商
人
の
経
済
的
優
位
化
'
農
民
の
遊
民
化
等
に
よ
り
'

一
万
で
は
著
惨
を
読

い
'
他
方
で
は
本
業
を
離
れ
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
る
｡
従

っ
て
'
ま
ず
倹
約
を
そ

れ
ぞ
れ
の
階
級
'
階
層
に
適
合
し
た
形
で
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
貫
徹
す
べ
き

だ
と
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
家
臣
団
内
部
で
の
位
階
制
を
明
確
に
L
t
し
か
も
極
め

て
倹
約
し
た
形
で
打
ち
出
し
'
そ
れ
を
農
工
商
レ
ベ
ル
ま
で
順
次
下
げ
る
こ
と
に
ょ

っ

て
全
体
的
な
著
惨
禁
制
を
ほ
か
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
｡

｢貴
賎
尊
卑
の
等
不
明
'

二
二
･
､

士
農
工
商
之
差
別
薄
-
上
下
混
雑
之
姿

二
相
成
風
俗
蔓

懲

｣

し
て
い
る
の
は
'
著
惨

の
横
行
が
そ
の
原
因
で
あ
り
'
階
級
的
区
別
を
厳
格
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
香

惨
を
制
禁
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

②
ほ
'
①
の
中
で
顕
現
化
し
た
本
業
遊
離
傾
向
を
本
来
的
姿
に
戻
そ
う
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
天
明
飢
僅
後
の

｢
人
民
多
死
滅
仕
侯
故
末
作
も
相
成
'

本
業
之
民

二
釣
合
不
申
'
其
上
米
穀
至
て
下
直

こ
て
諸
色
高
値

二
御
座
候

二
付
'
農

民
小
者
兎
角
末
作

二
移
り
い
よ
/
ト
遊
食
之
者
の
-
増
長
仕
'
年

々
田
畑
荒
れ
'
又

ハ
不
手
入

二
相
成
侯
と
も
聞
方
相
見
得
不
申
御
国
用
耗
亡

二
相
成
｣

っ
た
状
況
を
う

け
て
'
家
業
を
厳
重
に
規
定
'
統
制
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
す
る
｡

弘
前

ハ
中

二
不
及
海
浜
在
万

二
至
追
'
是
迫
之
家
業

ハ
厳
重

二
御
改
之
上
御
国

内
惣
人
民

二
釣
合
候
否
之
儀
与
得
御
詮
議
被
仰
付
'
其
上
多
少
家
業
も
御
座
候

て
何
家
業
何
程
と
申
儀
御
調
被
差
置
'
何
れ
も
家
業
望
之
族
何
月
何
日
追
申
出

侯
様
弘
前
両
浜

へ
一
統
御
触
流
し
被
仰
付
､
右
期
日
迫
家
業
不
中
老
井
毎
用
之

間
民
小
者
ま
て
無
御
用
捨
人
別
調
万
被
仰
付
'
在
万

二
御
移
二
拾
四
ケ
組
之
内

田
畑
御
割
被
仰
付
'
右
之
内
老
人
又

ハ
婦
人
等

こ
て
所
詮
農
業

二
移
り
候
と
も

不
益
之
老
可
有
御
座
候
間
､
走
ら

ハ
日
雇
又
奴
稗
僕
妾

二
御
片
付
被
仰
付
侯

ハ
1
'
雑
人
小
者
も
多
-
相
成
侯

:
付
'
日
雇
取
又

ハ
奴
稗
共
ケ
様

二
不
自
由

仕
間
数
候
'
然

ハ
在
万

へ
御
移
被
成
候
老
其
人
数
相
応
之
農
具
井
初
年
之
秋
収

納
之
時
節
道
夫
食
菜
銭
等
之
御
手
当
被
仰
付
候

ハ
二

大
都
考
量
仕
侯
所
農
氏

千
戸
を
増
可
申
候
'
左
侯

ハ
1
7
戸
十
人
役

二
積
侯
而
も
二
百
万
坪
開
発

二
相

成
可
申
候
'
其
上
右
之
者
と
も
手
馴
次
第
二
三
年
之
内

二
五
六
万
坪
之
御
益

二

相
成
可
申
'

つ
ま
り
'
家
業
改
､
人
別
改
に
ょ
っ
て
弘
前
や
九
滴
に
滞
留
し
た
人
口
を
'
領
内

に
お
け
る
適
合
的
な
分
業
体
制
構
築
と
い
う
総
合
的
見
地
か
ら
振
り
分
け
る
と
い
う

計
画
的
帰
農
令
で
あ
り
'
不
足
が
ち
な
日
雇

･
奉
公
人
の
解
消
策
で
あ
る
と
い
え
る
｡

特
に
'
日
雇

･
奉
公
人
に
女
;
老
人
を
当
て
る
と
い
う
見
解
は
'
天
明
飢
笹
後
の
農

-,.｢

村
が
'
女
が
ち
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
'
そ
れ
だ
け
に
労
働
力
の
荏
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方
へ
の
導
入
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

｢
御
府
庫

二
充
満

二
仕
居
候
と
も
御
郡
内
季
居
候
米
穀
財
物
沢
山

二
無
御
座
候
而
老
'
御
大
事

之
場
合

二
者
御
家
中
御
扶
助
而
巳
こ
て
三
民
の
備
ま
て
ハ
相
成
中
間
敷
侯
｣
と
し
､

従

っ
て

｢緊
赦
程
国
家
第

一
之
御
損

ハ
無
御
座
候
｣
と
'
繰
り
返
し
手
塚
玄
通
が
逮

べ
る
所
は
､
言
う
ま
で
も
な
-
こ
の
緊
敗
が
天
明
三
年
の
凶
作
を
大
飢
笹
な
ら
し
め

た
と
い
う
認
識
に
立
つ
も
の
で
あ
る
｡
こ
こ
に

｢御
仁
政
を
被
為
布
侯

ハ
ゝ
三
民
富

立

二
相
成
､
御
郡
内
貸
財
米
穀
豊
無

二
御
座
候

ハ
ゝ
万

l
凶
年
飢
歳
ホ
て
｣
も
凌
げ

る
と
し
､
こ
の
た
め
に

｢本
業
之
民

二
釣
合
｣
ぅ
よ
う
な
総
合
的
な
視
角
か
ら
､
四

民
の
規
模

･
内
容
を
徹
底
す
べ
き
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

｢牧
馬
御
取
立
之
事
｣

な
ど
は
こ
の
見
地
か
ら
主
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
､
こ
の
期
の
農
業
形

態
を
よ
く
示
し
て
い
る
｡

④
は
､
こ
れ
が
最
も
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
両
都
と
の
関
係
を
断

つ
こ
と
､
つ
ま
り
､
廻
米
を
や
め
'
地
払
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
財
政
の
悪
循
環

を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
'

｢執
政
有
司
之
重
き
を
以
商
家
之
輩

二
腰
を
か
ゝ
め
-
‥
･匹
夫
之
機

嫌
を
伺
な
た
め
中
人
｣
れ
る
と
い
う
こ
と
は
､

｢御
家
中
廉
恥
之
妨

こ
も
相
成
､
誠

二
以
浅
間
敷
｣
こ
と
で
あ
る
と
い
う
賎
商
観
を
基
調
と
し
て
い
る
｡
そ
し
て
そ
の
背

景
に
は

｢
凶
年
以
来
御
収
納
莫
大
之
御
減
石
｣
の
た
め
､
廻
米
が

｢御
心
当
才

ハ
多

分
相
違

二
相
成
慎

二
付
'
両
都
い
よ
/
＼
利
柄
を
握
り
色
々
の
難
事
を
唱
へ
､
尊
慮

を
奉
欺
己
か
利
徳
の
,,,取
扱
､
御
借
方
子

二
子
を
生
し
追
年
い
よ
/
＼
以
萄
且
J:{
相

成
'
相
応
之
御
廻
米
御
差
向
被
成
侯
と
も
､
商
売
之
者
共
手
術
を
以
仕
向
を
-
る

ハ

せ
侯
故
'
借
金

二
引
足
り
不
申
様
相
成
申
候
｣
と
い
う
状
況
が
あ

っ
た
｡
つ
ま
り
両

都
銀
主
へ
の
経
済
的
従
属
は
､
廻
米
を
続
け
る
以
上
決
し
て
逃
れ
得
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
こ
と
は
､
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
当
時
の
津
軽
藩
の
廻
米
を
め
ぐ
る
動
き

の
認
識
の
中
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
｡

す
な
わ
ち
'
廻
米
自
体
は

｢御
公
務
初
め
御
常
用
等

ハ
何
程
御
省
略
被
遊
候
と
ち

御
規
数
も
御
座
候

二
付
､
不
得
止
事
候
所
葺
前
後
被
顧
候
事
相
成
不
申
'
御
収
蔵
症

を
被
為
払
御
登
せ
被
遊
｣
て
い
る
の
だ
が
､
今
の
廻
米
を
察
す
る
に
'

｢
高
半

ハ
御

旧
借
J小
引
落
し
､
右
余
分
斗
御
返
済
之
部

二
相
成
候

二
付
'
折
角
御
辛
労
之
上
御
登

せ
被
為
遊
候
御
廻
米
､
年
々
御
当
借
分
斗

へ
も
御
滞
之
訳

二
｣
な

っ
て
お
り
､

｢
其

上
御
要
用
分
も
快
-
出
銀

二
無
御
座
候
而
-
-
漸
々
別
取
組
出
来
被
成
侯
て
も
､
御

借
出
之
内
御
当
借
御
借
金

へ
引
落
し
'
又
ハ
御
利
分
上
等
之
部

二
相
成
､
撃

へ
壱
万

両
之
御
借
金

ハ
漸
々
六
千
両
も
御
手

二
人
侯
哉
｣
と
い
う
状
況
認
識
が
あ

っ
た
の
で

あ
る
｡

従

っ
て
､
こ
の
期
の
廻
米
は
､
借
金
返
済
の
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
､
借
金
申
入

れ
の
手
段
で
も
あ
り
､
藩
財
政
そ
の
も
の
が
借
金
に
ょ
っ
て
賄
な
わ
れ
て
い
る
状
態

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
さ
に
､

｢御
収
納
を
以
無
底
之
淵

二
被
捨
候
事
際
限

も
｣
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

さ
て
､
こ
の
様
な
財
政
危
機
に
直
面
し
て
手
塚
玄
通
が
注
目
し
た
の
は
､

｢
両
都

御
蔵
元
出
銀
万
事
六
ケ
敷
相
成
｣

っ
て
い
る
点
で
あ

っ
た
｡
つ
ま
り
､
蔵
元
か
ら
の

借
金
が
困
難
な
こ
と
自
体
藩
財
政
の
存
立
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
あ

っ
た
が
､
逆
に

こ
の
関
係
を
断
ち
切
る
た
め
に
は

｢
二
度
難
得
申
候
御
時
節
｣
と
考
え
た
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
彼
は
､

｢当
年
葺
十
ヶ
年
之
内
両
都
不
残
御
休
年
之
義
御
借
金
方

へ
御
断

被
仰
遣
､
御
収
納
不
残
地
排
被
遊
｣
べ
き
だ
と
し
､
以
下

｢
御
廻
米
御
不
益
之
筋
'

地
排
御
国
益
之
趣
｣
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
一二
点
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追

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

例
'
廻
米
に
ょ
る

｢斗
減
運
賃
海
難
上
乗
等
之
費

(他
に
諸
役
人
の
逗
留
費
'
蔵
払

時
の
不
正
-
筆
者
注
)
差
引
侯
得

ハ
'
御
国
浜
出
弐
十
匁
之
積

こ
て
壱
俵

二
付
六
匁

(.痩
)

六
分
八

リ
宛

之
違
｣
が
生
じ
'
こ
れ
を

｢
例
年
之
積
を
以
御
廻
米
高
四
千
石
以
算
勘
｣

し
た
場
合
に
は
'

｢
江
戸
表
御
常
用
之
半

:
老
相
届
可
申
｣
こ
と
｡

仰
'
地
払
=

浜
出
し
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
'

｢
他
邦
之
商
家
米
穀
を
望
侯
者

ハ
空
舟

こ
て
ハ
向
き
不
申
侯

二
付
'
木
綿
小
間
物

ハ
申
不
及
'
其
外
国
々
之
産
諸
道
具

二
至

*
積
入
着
岸
仕
｣
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
'
当
藩
と
し
て
は
'

｢
米
穀
繰
替

二
相
成

候

二
付
'
-
-
御
国
よ
り
金
銭
出
不
中

一
年
毎

二
米
穀
を
以
永
久
之
宝
｣
と
な
り
'

ま
た

｢他
邦
金
銭
を
御
邦
内

へ
入
り
季
｣
む
こ
と
に
な
る
｡
従

っ
て

｢海
辺
之
繁
昌

申
不
及
'
諸
色
運
賃
等
追

一
同
通
用
も
開
き
御
郡
内
之
賑
々
敷
相
成
｣
る
こ
と
｡

㈲
'
廻
米
が
収
歓
を
結
果
L
t
従

っ
て
ま
た
飢
僅
を
も
導
い
て
い
る
こ
と
｡

以
上
で
あ
る
が
'
し
か
し
な
が
ら
'
こ
の
た
め
に
は
収
蔵
高
が
あ
る
程
度
な
-
て

は
な
ら
ず
'

｢当
時
之
御
収
蔵
八
万
石
内
外
｣
の
状
態
で
'
し
か
も

｢御
家
中
御
漢

方
本
地
ハ
勿
論
之
事
四
ツ
成
渡

二
仕
候
而
も
御
家
中
斗
も
六
万
四
五
千
石
も
｣
見
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
結
局
こ
こ
に
至
っ
て
再
び
'
前
述
仙

･
闇
の
点
を
強
調
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡

お
わ

り

に

さ
て
'
以
上
≡
冊
の
意
見
書
を
分
析
し
て
き
た
の
だ
が
'
提
出
者
や
時
期
的
問
題

な
ど
か
ら

一
概
に
共
通
点
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
'
次
の
諸
点
を
確

認
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
｡

阿
'
卯
年
飢
僅
後
の
諸
問
題
が
寛
政
改
革
の
直
接
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
｡

仰
'
そ
し
て
そ
の
課
題
は
'
主
に
藩
財
政
の
再
建
に
あ
り
'
こ
こ
に
土
着
の
必
要
性

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
｡

佃
'
こ
の
場
合
'
土
着
は
明
暦
以
前
の
給
地
在
住
の
地
方
知
行
に
戻
す
こ
と
を
意
味

し
'
こ
れ
に
よ
っ
て
藩
士
財
政
を
藩
財
政
か
ら

一
定
程
度
自
立
さ
せ
る
こ
と
が
主

眼
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
｡

回
'
お
よ
び
'
人

･
土
地
移
動
を
背
景
と
す
る
農
村
支
配
の
再
編
と
'
人
口
激
減

･

廃
田
増
大
を
背
景
と
す
る
耕
作
力
の
増
大
化
も
同
時
に
目
ざ
さ
れ
'
特
に
寛
政
以

降
は
収
奪
強
化
の
側
面
か
ら
'
前
者
の
比
重
が
大
き
く
な

っ
た
こ
と
｡

帥
'
藩
財
政
の
最
大
の
蛭
棺
と
し
て
両
都
銀
主
へ
の
依
存
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
'

生
産
力
の
拡
大
以
外
こ
れ
を
凌
い
で
い
-
方
法
が
な
い
こ
と
｡

㈲
'
従

っ
て
'
山
や
'
諸
産
物
の
開
発
'
育
成
の
方
向
が
設
定
さ
れ
る
と
同
時
に
'

藩
専
売
が
志
向
さ
れ
た
こ
と
｡

㈲
'
以
上
の
諸
点
は
'
四
民
の
業
が
錯
綜
L
t
ま
た
諸
民
困
窮
の
状
況
に
あ

っ
て
､

藩
国
家
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
欠
-
と
い
う
領
主
的
危
機
意
識
を
強
く
反
映
し
た

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
｡
こ
の
場
合
特
に
'
家
臣
国
の
素
産
遊
食
化
が
階
級
支
配
を

弛
緩
せ
し
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
｡

例
､
以
上
よ
り
､
土
着
策
は
当
時
の
諸
課
題
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
解
決
し
う
る
可

能
性
を
持

っ
た
政
策
と
考
え
ら
れ
'
従

っ
て
寛
政
改
革
の
原
点
で
あ

っ
た
こ
と
｡

以
上
八
点
が
確
認
で
き
る
が
'
こ
れ
は
中
後
期
の
諸
課
題
と
寛
政
改
革
の
内
容
が
'

当
然
の
こ
と
な
が
ら
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
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2】 (1

註｢佐
藤
家
記
｣

(
菰
ち
の
-
叢
書

『津
軽
歴
代
記
類
上
』
二
四
〇
頁
)
｡

浅
倉
有
子

｢家
中
軍
役
規
定
の
改
変
と
蝦
夷
地
出
兵
｣

(長
谷
川
成

一
編

『津

軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』
)
｡

｢遠
眼
鏡
｣
寛
政
三
年

l
月
条

(
菰
ち
の
-
叢
書

『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
二
四

456789(ll) uO)
四
頁
)
｡

み
ち
の
-
叢
書

『平
山
日
記
』
寛
政
三
年
条
'
四
七
五
頁
｡

｢
弘
前
藩
庁
日
記
｣
寛
政
三
年
八
月
二
八
日
条
｡

藤
田
小
三
郎
家

｢家
記
｣
天
明
四
年
条
｡

｢
同
右
｣
'
天
明
三
年
条
｡

｢老
君
｣
天
明
三
年
九
月
二
六
日
条

(
『津
軽
歴
代
記
類
』
二
三
五
頁
)
｡

｢
津
軽
日
記
｣
天
明
四
年
八
月
二
〇
日
条

(
『同
右
』
'
二
五
三
頁
｡
他
に
四

ヶ
条
あ
る
)
｡

藤
田
小
三
郎
家

｢家
記
｣
天
明
五
年
三
月
条
｡
他
に
四
ヶ
条
あ
る
｡

寛
政
三
年
五
月
段
階
に
お
い
て
一
ケ
月
間
の
城
中
講
釈
は
左
表
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
'
藩
校
設
立
は
具
体
的
行
動
を
待
つ
の
み
と
な

っ
て
い
る
｡

場所 武芸見分 医 書 兵 書 儒 書 料目9 5 17 2 定日

目 目● 日 日● ●

●19 15 22 7

日 日● 日 日● ●

日 ●29 25 27 12
目 目 日 日

評定 8 3月 月6 6日 日 北 伊 手岡 藤 塚 横 岡 貴島 本 田勝右 兵 孫 唐 竹 山牛 内 崎 請師
● ●11 5 太 春 玄 大 彦 図

所 本 益 策

『津軽歴代記頬』寛政 3年 3月24日条､P284｡

｢弘前藩庁 日記｣寛政 3年 3月22日､同 5月 7日条｡
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以上 より作成 ｡



㈹

藤
田
小
三
郎
家

｢家
記
｣
天
明
四
年
三
月

一
七
日
条
｡

個

東
北
産
業
経
済
史
第
五
巻

『津
軽
藩
史
』
二
四
頁
｡

皿

岩
見
文
庫
､
請
求
zo･㍊

-
｡
こ
の
他
に
も
写
が
あ
り
､

l
般
に

｢存
寄
書
｣

と
称
さ
れ
て
い
る
｡
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
六
〇
枚
程
度
の
量
で
あ
る
｡
本
章
で
注

記
の
な
い
引
用
史
料
は
す
べ
て

｢秘
書
｣
に
よ
る
｡

個

｢毛
内
氏
由
緒
書
｣

(
『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
二
二
二
頁
)
｡

㈹

浅
倉
有
子

｢津
軽
藩
宝
暦
改
革
の
諸
段
階
と
特
質
｣

(
｢
歴
史
学
研
究
月
報
｣

zd
l
l三
七
)
｡

仰

個
に
同
じ
｡

個

｢毛
内
宜
応
筆
記
｣

(
『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
二
二
二
頁
)
｡

㈹

｢要
記
秘
鑑
｣

(御
家
中
在
宅
御
触
)
天
明
四
年

二

一月
二
八
日
条
｡
内
容
に

つ
い
て
は
拙
稿

Ⅱ
参
照
｡

馴

天
明
四
年
時
の
領
内
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
､
次
の
六
ヶ
条
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

(御
脱
力
)

一
､
御
政
道
之
御
本
源
を
御
正
シ
可
被
遊
侯

事

､

一
､
下
江
信
を
御
示
可
被
遊
侯
御
車
､

二

御
賞
罰
御
正
シ
被
遊
度
御
幸
､

一
､
風
儀
御
正
シ
被
遊
度
御
事
､

一
､
民
情
普
-
御
探
り
被
遊
度
御
車
､

一
､
民
心
を
安
侯
御
政
道
被
差
立
度
御
車
､

飾

い
ず
れ
も
条
目
の
み
で
あ
る
｡

一
､
農
事
之
本
を
正
し
侯
得
者
早
溢
之
憂
無
御
座
候
之
御
車
､

一
､
年
を
不
経
し
て
凶
年
之
御
備
を
有
す
る
御
車
､

一
'
兵
を
強
し
隣
国
之
志
を
得
る
御
車
､

一
､
御
石
数
御
定
之
御
車
'

一
､
金
米
銭
融
通
之
御
車
､

l
､
民
に
産
業
を
教
る
御
車
'

一
､
諸
山
御
取
立
被
遊
方
之
御
車
､

二

廃
田
御
取
立
被
遊
万
之
御
車
､

一
､
田
畑
仕
付
万
厚
薄
之
御
車
'

一
､
五
穀
を
以
融
通
仕
候
御
車
､

二
∴
,
､

一
､
常
免
之
御
車
､

一
､
他
国
之
金
銀
を
入
候
而
御
郡
中
よ
り
出
不
申
侯
被
遊
方
之
御
事
､

一
､
諸
色
相
場
相
定
之
御
車
､

二

九
滴
御
締
り
被
遊
方
之
御
車
､

一
､
諸
湊
繁
昌
任
侠
被
遊
方
之
御
事
､

闇

『津
軽
史
事
典
』
七
九
頁
｡

闇

寛
政
七
年
三
月
調
査
の

｢御
家
中
在
宅
之
族
村
寄
｣
に
ょ
れ
ば
､
平
賀
圧
の
内
､

大
光
寺

･
尾
崎

･
猿
賀
の
三
組
が
土
着
地
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る

(拙
稿

Ⅱ
)
｡

藩
の
財
政
基
盤
確
保
の
た
め
と
考
え
る
が
､
宜
応
の
建
策
と
の
関
連
は
つ
か
め
な

い
も
の
の
､
同
様
の
意
図
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

制

｢
土
着
之
難
｣
と
し
て
条
目
の
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
｡
従

っ
て
土
着
制
施
行

の
天
明
四
年
段
階
で
の
諸
状
況
を
含
め
た
可
否
に
つ
い
て
は
論
じ
が
た
い
｡
し
か

し
以
下
の
項
目
を
見
た
場
合
'
拙
稿
Ⅰ
で
指
摘
し
た
飢
僅
直
後
の
状
況
が
如
実
に

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
､
当
然
な
が
ら
そ
の

｢
徳
｣
を
説
-
中
で

は
､

一
言
も
こ
れ
ら
の
状
況
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
｡
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一
'
君
創
業

二
身
を
置
事
不
快
'

二

人
情
騒
立
'

一
'
勝
手
不
勝
手
'

二

好
不
好
'

一
'
婦
女
子
大
キ
ニ
憂
'

一
'
馬
不
足
'

一
'
農
具
不
足
'

一
'
仮
子
不
足
'

一
'
御
手
当
金
'

一
'
在
々
家
作
'
大
工
不
足

材
木
不
足
'

一
'
地
面
上
下
割
方
甲
乙
'

1所
二
而
者
不
足
不
好
荒
地
'

7
'
小
給
者
勢
力
不
斎

二

老
幼
'

一
'
余
力
之
者
過
分
耕
作
'

1
.
不
及
者

ハ
不
足
'

二

怠
る
者
'

二

組
子
放
'
附
地
不
都
合
'

二

官
立
様
'

一
'
商
家
之
制
'
在
商
制
'

一
'
弘
前
屋
敷
新
割
'

二

惣
而
弘
前
御
立
直
'
但
御
節
内
共
'

拙
稿

皿
'
三
四
七
頁
参
照
｡

岩
見
文
庫
｡
請
求
先

禦

｡
こ
の
他
に
も
写
が
あ
る
｡

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

S馴1田
I‥

闇職制脚脚節制励弧日
日
一日u】

四
五
枚
程
度
の
量
で
あ
る
｡
注
記
の
な
い
引
用
史
料
は
す
べ
て

｢
覚
｣
に
よ
る
｡

｢喫
若
雑
話
｣

(
『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
二
四
七
頁
)
｡

『津
軽
歴
代
記
類
』
二
七
六
～
二
八
三
頁
｡
尚
'
浅
倉
氏
の
長
谷
川
成

一
編
前

掲
論
文
で
は
'
同
書
の
成
立
を
寛
政
三
年
か
四
年
と
し
て
い
る
が
誤
ま
り
と
考
え

る
｡拙

稿

Ej
参
照
｡

｢佐
藤
家
記
｣

(
『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
二
四
五
頁
)
｡

｢遠
眼
鏡
｣

(
『同
右
』
二
五
二
頁
)
｡

｢下
沢
氏
抄
録
｣

(
『同
右
』
二
五
四
頁
)
｡

『平
山
日
記
』
天
明
七
年
条
'
四
四
六
頁
｡

｢
弘
前
藩
庁
日
記
｣
天
明
六
年

二

月

一
五
日
条
｡

｢斎
藤
長
門
旧
記
｣

(
『津
軽
歴
代
記
類
』
二
七
七
頁
)
｡

｢無
超
記
｣

(
『同
右
』
二
七
八
頁
)
｡

｢遠
眼
鏡
｣

(
『津
軽
藩
旧
記
伝
矩
』
二
五
二
頁
)
0

｢老
諾
｣

(
『津
軽
歴
代
記
類
』
二
八
三
頁
)

｡

拙
稿
Ⅱ
参
照
｡

浪
川
健
治

｢藩
政
確
立
期
に
お
け
る
新
田
開
発
の
展
開
｣

(
『
弘
前
大
学
国
史

研
究
』
六
七
号
)
0

土
着
以
外
に
'
次
の
八
ヶ
条
が

｢追
々
可
被
差
立
御
国
政
目
録
｣
と
し
て
項
目

2 3

の
- (専一G)-(重み

あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡

'
貴
レ

農
賎
レ

商
事
t

t
貴
二
本
行
.
禁
二
末
作
.
事
t

t
民
役
を
減
す
る
仕
様
之
事
'



-⑦-④-④-④-㊨

戸
籍
之
法
之
事
'

義
倉
石
貯
被
遊
方
之
事
井
米
質
之
事
'

悪
作
不
取
心
得
之
事
'

仕
立
山
之
事
'

諸
産
物
本
末
之
事
'

右
の
中
で
'
回
酬
榊
が
具
体
的
内
容
を
含
み
'
ま
た
中
心
的
箇
条
で
あ
る
が
'
い

ず
れ
も
寛
政
三
年
以
降
の
政
策
展
開
の
中
で
現
実
化
し
て
い
る
｡
人
別
調
役
'
郷

倉
'
山
奉
行
の
設
置
等
が
そ
れ
で
あ
る
｡

船

市
立
弘
前
図
書
館
郷
土
資
料
｡
請
求
zd
K
300

6
｡
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四

〇
枚

程
度
の
量
で
あ
る
｡

個

1
.
御
家
中
在
町
衣
服
制
度
之
事
､

一
'
御
家
中
井
三
民
孝
悌
を
教
醇
厚
之
俗
を
勧
る
事
'

二

棟
梁
を
立
廉
恥
之
門
を
開
き
士
風
勧
る
事
'

一
'
寺
院
風
儀
を
可
正
事
'

一
'
在
方
町
方
位
階
を
改
め
可
正
事
､

一
'
三
民
戸
籍
を
明
に
し
人
別
を
改
五
軒
組
合
を
可
正
事
'

一
､
遊
食
間
民
を
改
農
事
に
従
し
む
へ
き
事
'

一
'
在
方
小
商
人
改
差
留
農
事
に
移
し
町
家
業
を
可
正
事
､

二

籍
田
を
廃
し
壱
統
農
事
勧
る
事
'

一
'
両
浜
出
入
員
数
を
正
し
好
曲
を
妨
-

へ
き
事
､

一
､
百
工
を
正
し
虚
器
を
制
禁
す
へ
き
事
'

二

在
方
茂
合
出
銀
郡
奉
行
印
鑑
通
帳
渡
邪
正
を
可
正
事
'

二

町
家
出
入
馬
員
数
を
改
多
少
を
正

へ
き
事
'

一
'
壱
統
融
通
を
開
き
有
無
を
通
し
む
る
事
'

一
､
枚
馬
御
取
立
之
事
'

一
'
壱
統
に
女
工
を
勧
む
へ
き
事
'

二

山
林
出
入
を
制
し
仕
立
山
を
廃
し
可
申
事
'

二
二
,
)

二

御
収
納
地
払
之
事
井
御
家
中
食

録

を

可
正
事
､

㈱

拙
稿

I
t
九
頁
｡

(青
森
県
立
田
名
部
高
等
学
校
教
諭
)
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